
　11月10日（日）、名瀬運動公園陸上競技場で　11月10日（日）、名瀬運動公園陸上競技場で
第17回奄美市民体育祭が開催されました。第17回奄美市民体育祭が開催されました。
　当日は時折風雨もありましたが、大勢の参加　当日は時折風雨もありましたが、大勢の参加
者や応援団で盛り上がりました。出場された選者や応援団で盛り上がりました。出場された選
手や運営スタッフの方々、そしてご来場の皆さま、手や運営スタッフの方々、そしてご来場の皆さま、
市民体育祭へのご協力、誠にありがとうござい市民体育祭へのご協力、誠にありがとうござい
ました。（本紙14ページに関連記事）ました。（本紙14ページに関連記事）
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第 17 回奄美市民体育祭開催　　　　　　P14

第 46回奄美市民文化祭・商店街秋まつり　P15
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令和６年 12 月号　奄美市だより 2

復
帰
71
周
年
目
を
迎
え
て

奄美群島日本復帰祝賀飛行(昭和28年12月25日)

奄
美
群
島
日
本
復
帰
運
動
の
歴
史
特
集

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
は
、
群
島
民
が
一
丸
と
な
っ
た
組
織

的
な
無
血
の
民
族
運
動
で
す
。
こ
の
よ
う
な
運
動
は
世
界
的
に

も
類
を
見
な
い
も
の
で
、
奄
美
群
島
史
を
理
解
す
る
た
め
の
重

要
な
出
来
事
で
す
。
令
和
６
年
12
月
25
日
で
復
帰
71
周
年
を
迎

え
ま
す
。
復
帰
運
動
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
群

島
民
一
丸
と
な
っ
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
本
紙
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
奄
美
群
島
日
本

復
帰
運
動
の
歴
史
特
集
を
お
届
け
し
ま
す
。

（
文
化
財
課
　

喜
友
名
学
芸
員
）

　

昭
和
16
年
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
の
真
珠
湾
へ
奇

襲
攻
撃
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ

リ
ス
へ
宣
戦
布
告
し
た
こ
と
に
よ
り

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
空
襲
や
地
上
戦
、
原
子

爆
弾
の
投
下
な
ど
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、約
310
万
人
も
の
方
々

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。奄
美
群
島

各
地
で
も
空
襲
が
あ
り
、名
瀬
市
に

① 

日
本
の
敗
戦
か
ら
米
軍
占
領
統
治
下
へ

奄美群島日本復帰運動の歴史特集
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お
い
て
は
、
昭
和
20
年
４
月
20
日
の

空
襲
に
伴
う
火
災
に
よ
り
市
街
地

の
90
％
が
焼
失
し
、
８
月
６
日
に
は

赤
木
名
の
防
空
壕
に
避
難
し
て
い

た
40
人
も
の
方
々
が
爆
撃
に
よ
り

亡
く
な
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　

日
本
は
、
昭
和
20
年
８
月
15
日

に
無
条
件
降
伏
を
受
け
入
れ
、
太

平
洋
戦
争
が
終
結
し
ま
し
た
。そ
し

て
、
２
月
２
日
の
ラ
ジ
オ
で
、
北
緯

30
度
以
南
の
ト
カ
ラ
列
島
・
奄
美

群
島
・
沖
縄
諸
島
・
先
島
諸
島
・
小

笠
原
諸
島
が
日
本
か
ら
行
政
分
離

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、「
二
・
二
宣
言
」
で
す
。
２
月
４

日
に
は
、「
本
土
と
奄
美
間
旅
行
は

禁
止
す
る
、渡
航
は
永
住
目
的
に
限

り
許
可
す
る
、許
可
さ
れ
た
者
は
計

画
輸
送
に
従
う
こ
と
」と
の
指
令
が

出
さ
れ
、
奄
美
群
島
が
完
全
に
本

土
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

二
・
二
宣
言
後
、
昭
和
21
年
３
月

13
日
に
米
軍
政
府
長
官
ラ
イ
リ
ー

少
佐
ら
19
名
が
名
瀬
に
上
陸
、
同

月
14
日
に
「
北
部
南
西
諸
島
米
軍

海
軍
軍
政
本
部
」（
以
下
、軍
政
府
）

を
開
庁
し
、
南
西
諸
島
全
域
に
対

す
る
軍
政
布
告
お
よ
び
命
令
を
公

布
し
て
占
領
行
政
を
公
表
し
ま
し

た
。
同
年
10
月
に
は
、大
島
支
庁
の

名
称
が
「
臨
時
北
部
南
西
諸
島
政

庁
」
と
改
め
ら
れ
、支
庁
長
は
「
臨

時
北
部
南
西
諸
島
知
事
」
と
呼
ば

れ
、
豊
島
至
氏
が
初
代
知
事
を
務

め
ま
し
た
。
昭
和
25
年
11
月
25
日

に
は
、「
奄
美
群
島
政
府
」
と
な
り
、

昭
和
27
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
政
治
の
中
心
が
沖
縄

に
移
さ
れ
、昭
和
27
年
４
月
１
日
に

琉
球
政
府
が
誕
生
し
、
同
年
９
月

22
日
に
「
琉
球
政
府
奄
美
地
方
庁
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

奄美大島日本復帰協議会　署名活動

奄美群島日本復帰運動の歴史特集
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②
米
軍
占
領
統
治
下
の
暮
ら
し
と

　

復
帰
運
動
の
初
動

　

米
軍
占
領
統
治
下

に
お
け
る
奄
美
群
島

や
沖
縄
で
は
、
日
本

の
円
も
ア
メ
リ
カ
の

ド
ル
も
使
う
こ
と
が

で
き
ず
、
軍
政
府
が

発
行
し
た
紙
幣
（
Ｂ

型
軍
票
）
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
給
与
と
米
軍
か

ら
の
放
出
物
資
な
ど
だ
け
で
は
満
足
な
生
活

を
送
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
正
式
に
渡
航

す
る
に
は
時
間
を
有
す
る
た
め
、
行
政
分
離
が

実
施
さ
れ
た
北
緯
30
度
線
付
近
の
ト
カ
ラ
列

島
の
口
之
島
や
中
之
島
を
拠
点
と
し
た
密
航

や
密
貿
易
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
は
、
昭
和
21
年
の

「
二
・
二
宣
言
」
の
直
後
か
ら
群
島
民
全
体
に
望

ま
れ
て
お
り
、
昭
和
22
年
８
月
に
郡
内
21
市
町

村
会
や
郡
内
各
学
校
長
会
議
が
日
本
復
帰
嘆

願
を
決
議
し
て
当
時
の
軍
政
長
官
・
ラ
ブ
リ
ー

少
佐
に
口
頭
伝
達
し
ま
し
た
。
軍
政
府
側
は
こ

う
し
た
決
議
に
は
取
り
合
わ
ず
、
さ
ら
に
は
ラ

ブ
リ
ー
少
佐
が
同
年
９
月
に
集
会
や
言
論
、
出

版
、
信
教
、
労
働
組
合
組
織
の
自
由
を
制
限
す

る
命
令
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
復
帰
運
動
の

火
種
は
機
を
熟
さ
ず
見
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
24
年
４
月
に
、
軍
政
府
が
食
料
価
格

の
３
倍
値
上
げ
の
指
令
を
出
し
て
実
行
し
た
こ
と

に
対
し
、
名
瀬
市
を
中
心
と
し
て
各
種
団
体
や
青

年
団
な
ど
が
「
食
料
価
格
３
倍
値
上
げ
絶
対
反

対
」
を
決
議
し
、
群
島
全
体
的
な
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
群
島
民
の
生
活
は
、
直
接
的

な
打
撃
を
受
け
、
こ
の
よ
う
な
軍
政
府
の
強
行
的

な
決
定
で
は
群
島
民
の
意
思
に
基
づ
い
た
問
題
解

決
は
で
き
な
い
の
で
、
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
を

実
現
す
べ
き
と
復
帰
運
動
が
一
層
燃
え
拡
が
っ
て

い
く
要
因
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
宮
崎
県
宮

崎
市
大
島
町
に
お
い
て
、
昭
和
25
年
３
月
に
復
帰

街
頭
運
動
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
日
本
本

土
で
も
復
帰
運
動
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③
本
格
的
な
復
帰
運
動
の
始
ま
り
と

　

署
名
活
動

　

昭
和
25
年
11
月
24
日
、
太
平
洋
戦
争
後
の
連
合

国
と
日
本
の
間
で
締
結
さ
れ
る
対
日
講
和
条
約
に

対
す
る
７
原
則
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

は
、
奄
美
群
島
・
小
笠
原
諸
島
を
米
軍
占
領
統
治

下
に
置
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
に
対
す
る
本
格
的
な

活
動
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
26
年
２
月
14
日
、
泉
芳
朗
氏
を
議
長

と
す
る
「
奄
美
大
島
日
本
復
帰
協
議
会
」（
以
下
、

復
協
）
が
発
足
し
、
本
格
的
な
復
帰
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
復
協
の
設
立
に
伴
い
、
名
瀬
市
で
は

昭
和
26
年
２
月
19
日
か
ら
日
本
復
帰
請
願
署
名

録
へ
の
署
名
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

奄
美
群
島
各
町
村
な
ど
で
次
々
と
署
名
活
動
が

行
わ
れ
、
約
２
カ
月
後
の
４
月
25
日
に
は
全
て
の

署
名
録
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
群
島
民

14
歳
以
上
の
99.8
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ぶ

１
３
９
，
３
４
８
名
分
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
復
帰
へ
の
署
名
を
拒
否
し
た
の
は
、わ

ず
か
56
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

東
京
で
は
、
東
京
奄
美
学
生
会
よ
っ
て
東
京
都

港
区
新
橋
駅
前
な
ど
で
45
日
間
に
わ
た
る
「
鹿
児

島
県
大
島
郡
日
本
復
帰
促
進
運
動
」
の
街
頭
署
名

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
奄

美
連
合
全
国
総
本
部
の
総
本
部
委
員
長
・
昇
曙
夢

氏
と
東
京
本
部
委
員
長
・
谷
村
唯
一
郎
氏
が
、
連

合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
対
し

て
連
名
で
日
本
復
帰
の
請
願
を
提
出
す
る
な
ど
の

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
奄
美
群
島
の
署

名
録
が
到
着
し
た
こ
と
で
、
急
速
に
復
帰
運
動
が

拡
が
っ
て
い
き
、
本
土
在
住
の
奄
美
出
身
者
に
よ

る
100
万
人
署
名
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

群
島
民
の
期
待
を
込
め
た
署
名
活
動
で
し
た

が
、
昭
和
26
年
７
月
10
日
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
に

お
い
て
、
対
日
講
和
条
約
の
最
終
草
案
で
北
緯
29

度
以
南
の
奄
美
群
島
・
沖
縄
諸
島
・
先
島
諸
島
お

よ
び
小
笠
原
諸
島
が
引
き
続
き
米
軍
の
統
治
下
に

置
か
れ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
泉
芳
朗
氏

は
、
対
日
講
和
条
約
の
草
案
発
表
に
伴
い
、
群
島

民
の
悲
願
達
成
に
向
か
っ
て
最
後
ま
で
闘
い
続
け

る
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
想
い
に
応
じ
て
、

昭
和
26
年
７
月
13
日
、
名
瀬
小
学
校
校
庭
で
第
１

回
目
と
な
る
名
瀬
市
民
総
決
起
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
名
瀬
小
学
校
で
は
、
日
本
復
帰
ま
で

に
27
回
も
の
集
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ型軍票（通称：Ｂ円）

日本復帰請願署名録
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④
断
食
に
よ
る
復
帰
運
動
と

　

対
日
講
和
条
約
の
締
結

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
に
対
す
る
泉
芳
朗
氏
の

決
意
は
、「
断
食
祈
願
」
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昭
和
26
年
８
月
１
日
午
前
１
時
か
ら
５

日
午
後
10
時
ま
で
、
高
千
穂
神
社
（
奄
美
市
名
瀬

井
根
町
）
に
て
断
食
が
決
行
さ
れ
、
奄
美
群
島
全

域
で
も
６
日
ま
で
24
時
間
単
位
の
集
団
断
食
が
行

わ
れ
ま
し
た
。泉
芳
朗
氏
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
大

勢
の
人
々
が
訪
れ
、
そ
の
強
い
意
志
に
感
動
し
、
そ

の
ま
ま
断
食
に
加
わ
る
人
も
い
た
そ
う
で
す
。こ
れ

に
よ
り
、「
命
を
か
け
て
復
帰
を
掴
み
と
ろ
う
」
と

い
う
強
い
意
思
が
示
さ
れ
、
人
々
の
心
を
団
結
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

名
瀬
市
で
も
４
日
午
後
10
時
か
ら
５
日
の
夕
方

ま
で
集
団
断
食
を
行
い
、
市
内
の
飲
食
店
や
商
店

な
ど
も
一
斉
に
休
業
し
参
加
し
ま
し
た
。５
日
の
夜

明
け
に
は
、
約
１
万
人
の
市
民
が
高
千
穂
神
社
に

集
ま
り
、
そ
こ
で
泉
芳
朗
氏
が
代
表
作
「
断
食
悲

願
」
の
詩
を
読
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、
国
会
開

催
や
対
日
講
和
条
約
締
結
日
が
近
づ
く
タ
イ
ミ
ン

グ
で
断
食
を
行
い
、
復
帰
を
訴
え
ま
し
た
。

　

昭
和
26
年
９
月
５
日
、
対
日
講
和
条
約
に
関
す

る
会
議
が
開
か
れ
、
８
日
に
対
日
講
和
条
約
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
奄
美
群
島
民
の
想
い

は
届
か
ず
、
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
、
昭
和
27
年

４
月
28
日
に
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、イ

ギ
リ
ス
な
ど
の
連
合
国
に
よ
る
日
本
の
占
領
統
治

が
終
わ
り
、
日
本
の
主
権
が
回
復
し
ま
し
た
。
そ

し
て
ト
カ
ラ
列
島
は
日
本
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、

北
緯
29
度
以
下
の
奄
美
群
島
・
沖
縄
諸
島
・
先
島

諸
島
は
引
き
続
き
米
軍
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
（
条
約
第
三
条
）。
こ
の
日
を
、奄

美
群
島
で
は
「
痛
恨
の
日
」、
沖
縄
で
は
「
屈
辱
の

日
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

泉
芳
朗
氏
が
復
帰
運
動
に
尽
力
し
て
い
る
中
、

周
囲
か
ら
泉
芳
朗
氏
を
名
瀬
市
長
に
擁
立
す
る
動

き
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
27
年
９
月
16

日
、
泉
芳
朗
名
瀬
市
長
が
誕
生
し
、
昭
和
29
年
の

退
任
ま
で
、
復
協
の
一
層
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

⑤
そ
し
て
復
帰
へ

　

昭
和
28
年
８
月
８
日
、
ア
メ
リ
カ
と
韓
国
の
共

同
防
衛
条
約
の
締
結
後
に
韓
国
か
ら
帰
る
途
中
、

東
京
に
立
ち
寄
っ
た
ダ
レ
ス
米
国
国
務
長
官
が
、

「
奄
美
群
島
を
日
本
に
返
還
す
る
」
旨
の
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、「
ダ
レ
ス
声
明
」
で
す
。

同
日
午
後
８
時
頃
に
は
、
奄
美
の
新
聞
社
が
そ
の

情
報
を
入
手
し
、
号
外
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
各
地
に
知

ら
せ
ま
し
た
。
復
協
の
泉
芳
朗
氏
や
幹
部
た
ち
は
、

高
千
穂
神
社
に
感
謝
の
参
拝
を
し
、
奄
美
大
島
各

地
で
は
八
月
踊
り
や
提
灯
行
列
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

翌
日
９
日
の
新
聞
は
、
大
き
な
見
出
し
で
ダ
レ

ス
声
明
を
報
道
し
、
そ
の
夜
に
は
、「
ダ
レ
ス
声
明

感
謝
群
民
大
会
」
が
名
瀬
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ

れ
、
約
１
万
５
千
人
も
の
名
瀬
市
民
が
提
灯
や
感

謝
の
プ
ラ
カ
ー
ド
、の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　

ダ
レ
ス
声
明
に
は
、
復
帰
の
時
期
が
明
言
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、昭
和
28
年
12
月
１
日
に
早
期

日
本
復
帰
を
求
め
る
集
会
や
学
童
の
集
団
断
食
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、12
月
に
な
っ
て
よ
う
や

く
「
12
月
25
日
返
還
」
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
、12

月
24
日
の
夕
方
、
日
米
間
で
奄
美
群
島
返
還
協
定

の
調
印
が
な
さ
れ
、
奄
美
大
島
で
は
奄
美
地
方
庁

の
廃
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
12
月
25
日
午
前
０
時
、
長
く
苦
し

い
８
年
間
を
終
え
、
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
が
実

現
し
ま
し
た
。
復
帰
を
迎
え
た
瞬
間
、
高
千
穂
神

社
の
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
祝
砲
が
鳴
り
響
き
、

「
万
歳
、
万
歳
」
の
歓
声
が
お
こ
り
、「
君
が
代
」
の

放
送
が
流
れ
ま
し
た
。
高
千
穂
神
社
の
社
殿
に
は

関
係
者
が
集
ま
り
、
復
帰
の
感
謝
報
告
祭
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

重
成
格
県
知
事
や
当
時
の
上
田
太
郎
大
島
支
庁

長
が
名
瀬
に
入
り
、
奄
美
群
島
の
返
還
式
、
大
島

支
庁
の
開
庁
式
、
祝
賀
式
典
、
夜
に
は
提
灯
行
列

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
各
種
祝
賀
行
事
が
３

日
間
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
運
動
の

歴
史
特
集
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
歴
史
の
継
承
に
皆
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日本復帰の順番と範囲

奄美群島日本復帰運動の歴史特集
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【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
紬の日実行委員会（紬観光課）☎52-1148紬の日実行委員会（紬観光課）☎52-1148

■令和７年１月５日（日）14時～17時
■アマホームＰＬＡＺＡ（奄美市市民交流センター）
【内容】紬大行進（雨天中止）、ステージイベント、紬美人【内容】紬大行進（雨天中止）、ステージイベント、紬美人
認定式、紬反物・小物販売、機織り体験、小物づくり、写認定式、紬反物・小物販売、機織り体験、小物づくり、写
真撮影サービス、お楽しみ抽選会（※）など真撮影サービス、お楽しみ抽選会（※）など

（※）紬の着物または洋服上下・ワンピースを着た方が対象。（※）紬の着物または洋服上下・ワンピースを着た方が対象。
着回しできる服装（小物やジャケットなど）は不可着回しできる服装（小物やジャケットなど）は不可

●着付けサービス（ご自分の着物をお持ちの方）
【申込期間】12月２日（月）～12⽉20⽇（金）（予定）
【料金】1,000円
【持ち物】着物・小物（襦袢・帯・腰紐・足袋・草履）
⼀式、フェイスタオル２枚
※人数に達した場合は受付を終了する場合があります。

●着物レンタル（ご自分の着物をお持ちでない方）
【申込期間】12月２日（月）～12⽉20⽇（金）（予定）
【料金】3,000円（着付料込）
【持ち物】足袋・フェイスタオル２枚
※数に限りがあるため、申込を受け付けられない場合があり
ます。
※順番にご案内しますので、お待ちいただく場合があります。

▶▶購入や申請受付について 購入や申請受付について 
　本場奄美大島紬協同組合 ☎ 52-3411　本場奄美大島紬協同組合 ☎ 52-3411
　本場奄美大島紬販売協同組合 ☎ 53-5411　本場奄美大島紬販売協同組合 ☎ 53-5411

交付対象 助成率・上限額
本場奄美大島紬の反物を購入し

① 「二十歳のつどい」で着用するため着物
に仕立てた方で、新成人または三親等内
の親族であること

（※）高校３年生（満18歳）～今年満20歳

40％（上限 20万円）

②着物に仕立てた方（新成人を除く） 20％（上限10万円）

③洋服、小物その他に仕立てた方 20％（上限５万円）

【申請受付期限】12月27日（金）（予算額に達し次第終了します）

【 助成対象者】奄美市内に在住し、市税等の滞納がない方

【 対象となる本場奄美大島紬】
「地球印」の証紙が貼付された反物を本場奄美大島紬協同組合
および同販売組合から購入し、着物または洋服などに仕立てた
もの。着物に仕立てる場合は帯などの小物類も対象（島内で購
入したものに限る）。

▶▶制度について制度について
　紬観光課 ☎ 52-1111（内線 5312）　紬観光課 ☎ 52-1111（内線 5312）

【地球印】

本場奄美大島紬購入費助成制度

第47 回「紬の日のつどい」

【日程】令和７年１月３日（金）
【対象者】平成16 年４月２日～平成17 年４月１日の間
に生まれた方

※詳しくは奄美市ホームページをご確認ください

※「名瀬・住用地区」は、郵送による開催通知は行いません

【お問い合わせ先】
名瀬・住用：生涯学習課 ☎ 52-1111（内線 5631）
笠利：地域教育課 ☎ 63-1111（内線 3026）

名瀬・住用
時間 受付14：30～　

式典15：30～

場所 奄美川商ホール
（奄美文化センター内）

笠利
時間 受付12：00～　

式典13：00～

場所 笠利農村環境改善センター

令和７年 二十歳のつどい

　市では条例で１月５日を「紬の日」と定め、本
場奄美大島紬の着用を促進しています。さまざま
な催しを予定していますので、皆さまのご参加を
お待ちしています。

▲お申し込み
　フ ォ ー ム

▲お申し込み
　フ ォ ー ム
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【１月４日（土）の燃やせるごみ収集】
名瀬地区：（火・金）地区のみ収集
笠利地区：（火・金）地区のみ収集
住用地区：全集落で収集

・ 名瀬と笠利の（火・金）地区は12月27
日（金）から６日間収集されないため。

・ １月４日（土）予定の住用と笠利地区の資源ごみ回収は12月28日（土）に変更します。
さわやかに新年を迎えるためにも、ごみの排出ルールを守りましょう。
決められた日以外は、ごみステーションにごみを絶対に出さないでください。

し尿汲み取り依頼はお早めに
　年末年始は大変混雑するため、
各地区事業者へお早めにご連絡ください。

名瀬：環境対策課 ☎ 52-1111（内線 5324）
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111（内線 2303）
笠利：市民課 ☎ 63-1111（内線 3040）

奄美大島食肉センター開業時間
※12/18まで通常業務
　と畜日(火・水・木)
※12/19～12/21、12/23
～12/28 の期間は、豚
のみの取扱となります。
※土曜日のみ時間外料
金となります。

環境対策課 ☎ 52-1111（内線 5325）

開場日 開業時間
12/19（木）～21（土） 生体受入

前日13:30～16:00
当日７:00～８:30

受渡し
翌日８:00～12:00

12/23（月）～12/28（土）
12/22（日）、
12/29～1/5（日）休み
1/6（月）～通常業務
火、水、木（と畜日）

名瀬クリーンセンター年末年始営業日程
※ 年末受入の３日間（12/28 ～ 12/30）は、一律粗大ごみ
料金になります。

・ 年末は１日約 500台の搬入車輌があり、毎年場内で渋滞
が起こっています。ごみ分別の徹底と、時間に余裕を持っ
た搬入をお願いします。

・ ごみの種類により搬入場所や計量方法が通常時とは違た
め、分別をして車に積み込み、職員の指示に従ってください。

・ 場内の混雑を防ぐため、なるべく２トン車以下での搬入
をお願いします。

・事業所ごみについては、紙や木製等、一部の品目のみの
受け入れとなっております。産業廃棄物は産業廃棄物処分
業許可業者に持ち込みをお願いします。

【 分別の種類】可燃ごみ、ペットボトル、古紙等、ダンボール、ふとん・絨毯類、不燃ごみ、ブロック・コンクリート類、
可燃性粗大ごみ（プラスチック類、木材類）、不燃性粗大ごみ（金属類、ガラス・陶器類）、電池類（取り外すこと）

※産業廃棄物についての問い合わせは名瀬保健所（☎ 52-5411）にお願いします。
※詳しくは右のＱＲコードから大島地区衛生組合ホームページ（http://www.ohsimachikueiseikumiai.com/）
　をご覧ください。 名瀬クリーンセンター ☎ 53-2969

年末年始 家庭ごみの収集

日付 受入時間 昼食時間受入
12:00～13:00 料金

～12/27（金） 8:30～16:45 － 通常

12/28（土）
～30（月） 8:30～16:45 受入有 粗大ごみ

料金

12/31（火）
～1/3（金） 休業日 － －

1/4（土） 8:30～16:45 受入有 通常

1/5（日） 休業日 － －

1/6（月）～ 8:30～16:45 － 通常

　年末年始で人の交流が増えると、インフルエンザや
新型コロナウイルスの感染が増加することが予想され
ます。重症化予防のため、奄美市では以下のとおりイ
ンフルエンザ・新型コロナウイルスの予防接種を実施
しております。接種から免疫ができるまで時間を要し
ますので、希望される方は流行前に接種をしましょう。

●接種期間　
令和６年10月1日（火）～令和７年1月31日（金）
●対象者（受診票発送済）
①満65歳以上の方
②60～64歳の方で、②60～64歳の方で、心臓・腎臓・呼
吸器・ヒト免疫不全のうちいずれかが
身体障害者手帳1級に身体障害者手帳1級に該当する方該当する方

●自己負担額
イ ン フ ル エ ン ザ：1,500円
新型コロナウイルス：3,000円

（生活保護・中国残留邦人の方は受給証明書を添付
すれば無料）
※令和６年度の予診票（インフルエンザ：水色　新
型コロナ：白）を医療機関へご持参ください。
※予診票を紛失された場合は、市役所の窓口で再発
行いたします。

【お問い合わせ先】
名瀬：健康増進課 ☎ 52-1111（内線 5058）
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111
笠利：いきいき健康課 ☎ 63-2299

インフルエンザ・新型コロナウイルスの予防接種のご案内

日付 12/28
（土）

12/29
（日）

12/30
（月）

12/31
（火）

1/1
（水）

1/2
（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

家庭ごみ
収集

資源
ごみ 休み

燃や
せる
ごみ

燃やせる
ごみ
資源ごみ

休み

リサイクル
ステーション
(市役所１F)

（有屋公民館）
開設 開設

収集お休み

閉　鎖

年末年始のごみ収集
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　昭和 37年４月２日から
昭和 54 年４月１日の間に
生まれた男性は、風しんの
予防接種を受ける機会が
なかった世代で、抗体保有
率が他の世代に比べて低く
なっています。
　風しんは、ほとんどの人
が感染しても軽傷で治りますが、妊娠中の女性が
感染すると、生まれてくる赤ちゃんに障がい（先
天性風しん症候群）が生じてしまう恐れがありま
す。
　まだ検査を受けていない該当する世代の方に対
して、４月にクーポン券を郵送しています。無料
で抗体検査を受けられるのは令和７年２月28日ま
でです。
　まだ検査を受けていない方は、ぜひこの機会に
抗体検査を受けてください！

終了間近！
風しん抗体検査実施中！

横浜ＤｅＮＡベイスターズ
Ｂ班春季キャンプｉｎ奄美

健康増進課 予防係 ☎ 52-1111（内線 5058）

新愛称は『グリーンテックフィールド』 飼い犬のしつけ教室開催

　名瀬古見方多目的広場は、今

後、市民の皆さまにより一層親

しまれる施設となるよう、ネー

ミングライツパートナーと協力

し、運営していきます。

【お問い合わせ先】
横浜ＤｅＮＡベイスターズ奄美市協賛会

（事務局：奄美市教育委員会学び・スポーツ推進課）
☎52-1111（内線 5623）

　日本一になったベイスターズのキャンプをサポート
しようディ！横浜ＤｅＮＡベイスターズ 2025 春季キャ
ンプで活動していただく運営スタッフを下の表のとお
り募集します。

キャンプ運営員の方はグローブが必要になります。
野球経験は問いません。
　詳細については、事務局までお気軽にお
問い合わせください。

キャンプ運営員
仕事内容 球場整備業務・練習補助業務
業務場所 名瀬運動公園 奄美川商球場及び周辺施設

期間
令和７年1月23日～令和７年２月25日

（※キャンプ事前準備含む）
募集人員 18 名(定員に達し次第、受付終了します)
勤務時間 8：30～17：30( 休憩１時間)

給与
時給1,000円（１日８時間勤務：8,000円）
打撃練習時キャッチャーを行った方は、
1時間につき1,000円を追加支給

年齢 18 歳～50歳程度まで
(保護者・学校の承認があれば高校生も可)

申込・詳細 二次元コードからお申し込みください。

　しつけの資格を持って
いる方を講師に招いて、
飼い犬のしつけ教室を開
催します。おうちのワン
ちゃんと一緒に参加して
みませんか？ぜひお気軽
にお申し込みください♪

【日時】12月14日（土）13：00～（１時間半程度を予定）

【場所】名瀬小学校グラウンド
      ※雨天時も雨の当たらない場所にて開催予定

【対象】飼い主さんと飼い犬

【定員】５組～８組程度
　　　※飼い犬１匹に飼い主１人以上の同伴をお願いし　
　　　ます。

【内容】飼い犬の基本のしつけの説明と実践、アドバイス
　　　（リードの扱い・褒め方・叱り方・コミュニケーショ
　　　ンの方法など）

※参加者の相談内容によって内容が変わる場合もあります。

【申込方法】担当課までお電話にてお申し込みください。申
し込みは先着順となります。ご了承ください。

世界自然遺産課（担当：星野） 
☎ 52-1111（内線 5374）プロジェクト推進課　☎52-1111

新愛称（正式名称） グリーンテックフィールド
(名瀬古見方多目的広場)

ネーミングライツパートナー 株式会社グリーンテック

契約期間 令和６年７月1日～
令和10年３月31日

ネーミングライツ料(年額) 360,000円

風しんのクーポン風しんのクーポン
有 効 期 限 は有 効 期 限 は
令和７年２月末令和７年２月末

無料！無料！
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　障害者手帳の有無
に関わらず、身体・知
的・精神・発達の障が
いなどのご相談を受け
付けます。どこに相談
してよいか分からない
ときは、まず当センター
へご相談ください。相
談により得た個人情報
はしっかりと管理し、秘密を守ります。

【受付時間】月～金曜日　９時～17時（土日祝休み）

【相談方法】電話・来所・訪問など
【 利用できる方】障がいのあるご本人・ご家族・関係者など

障がいに関する制度

奄美地区障がい者等基幹相談支援センター
ぴあリンク奄美

特別障害者手当
（20歳以上）

障害児福祉手当
（20歳未満）

対象者
１級・２級程度の障害
が重複する方

１級・２級程度の障害
がある方

支給額
（月額）

28,840円 15,690円

手続きに
必要な物

・認定請求書（窓口にあります）
・手当用診断書
・本人名義の通帳
・年金受給額を確認できる証書、通帳など

支給制限
・入所、入院中の方
・所得が一定額以上の場合

■特別障害者手当・障害児福祉手当
　日常生活において常時の介護を必要とする、在宅の
重度障害者 (児 )を対象に支給されます。※手当を受
給するには、申請をして認定を受ける必要があります。

令和６年度 障害者週間作品展示

【日時】12月３日（火）～12月８日（日）

【場所】奄美市役所３階　市民交流スペース

　毎年12月３日～９日は障害者週

間です。

　「障害者週間」は、障害者福祉に

対する国民の関心と理解を深める

とともに、障害者が社会、経済、文

化その他あらゆる分野の活動に積

極的に参加する意欲を高めること

を目的として設定されています。

　今年も奄美市役所３階で作品展

示などを行いますので、ぜひご覧く

ださい。

■重度心身障害者医療費助成制度
　医療に要した費用のうち、保険適用分の自己負担額を助成
します。入院時の食事代やおむつなど、保険外のものについ
ては対象になりません。

対象者

健康保険に加入中で、下記のいずれかに

当てはまる方

①身体障害者手帳１級、２級

②身体障害者手帳３級かつ療育手帳Ｂ１

　（ＩＱ50以下）

③療育手帳Ａ１、Ａ２、Ａ（ＩＱ35以下）

④精神保健福祉手帳 1級

　※④は入院費を除く

手続きに
必要な物

・保険情報が分かるもの

・印鑑

・障害者手帳

・本人名義の通帳
支給制限 ・所得が一定以上の場合

【お問い合わせ先】
ぴあリンク奄美（名瀬幸町15-3）☎ 69-4061 　69-4062
　www.amami-jiritsu.org
　amamithikukikan@ark.ocn.ne.jp

　投資や副業といった儲け話をきっかけにした消費者トラブ
ルがあり、ＳＮＳを通じて知り合った事例もあります。中には、
著名人・有名人のなりすましと考えられるケースもあります。
　儲け話をすすめられたら、まずは疑いましょう。
・ ＳＮＳ上で勧誘を受けた場合は、まず疑ってみるようにし

ましょう。
・ 投資資金の振込先に個人名義の口座を指定された場合、

それは詐欺です。振り込まないでください。
・ 被害回復が難しいため、安易に投資資金を振り込むこと

は控えましょう。
・ 相手の説明に不信感や疑問を抱いたら、すぐ相談しましょう。

 被害回復を謳った二次
被害にあう可能性もあり
ますので、併せてご注意
ください。困った際は、
警察や以下の問い合わせ
先へご連絡ください。

ＳＮＳを通じた投資・副業詐欺にお気を付けください

喜入
内科

市役所

※奄美市役所前バス停より徒歩 3分

名瀬幼稚園 ●名瀬幼稚園 ●

● 教会● 教会

福祉政策課 障害福祉係 ☎ 52-1111（内線 5006～ 5009）

さい

消費者ホットライン（全国共通） ☎１８８
奄美市消費生活センター ☎ 52-1111（内線 5263）
(福祉政策課 つながる相談室 内 )

相談相談
無料無料

名瀬：福 祉 政 策 課 ☎ 52-1111（内線 5006～ 5009）
住用：市 民 福 祉 課 ☎ 69-2111（内線 2324）
笠利：いきいき健康課 ☎ 63-1111（内線 3131）
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保保健健室室市市奄奄美美

1.他の人と比べない
2.できないことをできるように努力して、
　コンプレックスをなくす
3.ありのままの自分を受け入れる
4.自分のいいところを見つける

コンプレックスが生まれる理由

学童期～思春期ぐらいの年齢
になってくると、それまでの自
分中心の考え方から、「他の人
と比べて自分はどう見えるか」
という視点で物事を考えるよ
うになります。
「友達は足が速いのに自分は

遅い」「友達より点数が低い」
などの違いに気がつき、「あの
子には価値があるのに
自分には何もない」と
いうような気持ちにな
ります。それがコンプ
レックスです。

・自分に自信がないため周囲から
　の評価を気にする
・誰かに認められたい
・勝ち負けを考えている
・優柔不断な性格　　

…などの理由があります

そもそもなぜ人と比べる？

□ 私は、＿＿＿を頑張っています
□ ここ最近、＿＿＿ができるようになりました
□ 人からよく、＿＿＿と褒められます
□ ＿＿＿をして、人から感謝されました
□ ＿＿＿の曲を聴くと元気がでます   ...など

大人も子どもも一緒に、自分のいいところを書き出して、
自分をもっと好きになるための自己分析をしよう

コンプレックスに負けない４か条

して、
子どもは感情の整理やコント
ロールがまだ難しいです。
そのため、お父さんやお母さ
ん、まわりの大人たちが子ども
に伝えていくことが大切です。

　

学
童
・
思
春
期
は
、
心
身

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
目
立

つ
不
安
定
な
時
期
…
。
子
育

て
や
関
わ
り
方
に
悩
む
方
も

多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
己
肯
定
感
は
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
お
い
て
と
て
も

大
切
な
感
情
に
な
り
ま
す
。

自
己
肯
定
感
を
育
て
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
そ
の
子
の

存
在
や
頑
張
り
を
認
め
、
自

分
ら
し
く
自
信
を
持
た
せ
る

よ
う
な
関
わ
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
価
値

を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
い
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

苦
手
な
と
こ
ろ
ば
か
り
を

見
る
の
で
は
な
く
、
い
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
そ
こ
を
伸

ば
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の

成
長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が

あ
っ
て
も
素
敵
な
自
分

あ
っ
て
も
素
敵
な
自
分

と
思
え
る
た
め
に

と
思
え
る
た
め
に
…

嘉納　姫子嘉納　姫子

今月の保健師

育
て
よ
う

育
て
よ
う

自
己
肯
定
感

自
己
肯
定
感

　

最
近
、「
自
己
肯
定
感
」
とと

いい
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

自
己
肯
定
感
と
は
、【
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
肯
定
す
る
。

好
意
的
に
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
感
覚
】
の
こ
と
で

す
。
愛
さ
れ
、
存
在
感
を
認
め

て
も
ら
っ
て
育
っ
た
子
ど
も

は
、
自
分
は
大
切
な
存
在
だ
と

思
う
気
持
ち
が
育
ち
ま
す
。

　

学
童
・
思
春
期
は
大
人
へ
の

準
備
期
間
で
、
心
身
と
も
に
大

き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
感
で
感
情
が
不
安
定
に

も
な
り
や
す
く
、
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
感
じ
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
周

り
の
大
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
子

ど
も
の
心
の
変
化
を
理
解
し

関
わ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
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　今年度、商品券に交換で
きる最後のチャンスです！
　奄美市では事前に登録し
た活動団体での高齢者の健
康づくりや地域参加活動に
対してポイントを付与し、商
品券と交換しています。た
まっているポイントを商品券
と交換しましょう！

【対象者】65歳以上　５ポイント以上たまっていて、今

年度まだ交換していない方（令和４年11月以降に付与

されたポイントのみ有効）

【持ってくるもの】元気度アップポイント手帳

【交換日程】12月16日（月）～12月20日（金）

【交換場所】各支所担当窓口にて交換

名瀬：高齢者福祉課 ☎ 52-1111（内線 5037）

住用：市民福祉課 ☎ 69-2111（内線 2321）

笠利：いきいき健康課 ☎ 63-2299

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年度
中に76歳、78歳、80歳の誕生日を迎えられる後期
高齢者医療の被保険者を対象に、口腔健診（お口元
気歯ッピー健診）を実施しています。対象の方へは
６月以降にオレンジ色の封筒で受診券を送付してい
ますので、ご確認をお願いします。

　この健診は、むし歯や歯周
病だけでなく、お口の機能の
チェック、肺炎予防などを目的
に実施します。定期的に歯科治
療をされていたり、義歯（入れ

歯など）を使用されていても、対象となっている方は、
ぜひ受診をお願いします。

【健診期間】
令和６年６月１日（土）～令和７年１月31日（金）

【今年度対象者】
76歳のお誕生日を迎える方

（昭和23年４月１日～昭和24年３月31日生まれの方）
78歳のお誕生日を迎える方

（昭和21年４月１日～昭和22年３月31日生まれの方）
80歳のお誕生日を迎える方

（昭和19年４月１日～昭和20年３月31日生まれの方）

【商品券の交換】
　令和６年度は、ほーらしゃ券の
発行が終了しているため、右表の

商品券と交換になります

ポイント交換の注意点
・ ポイント交換上限は5,000円ま

でとなります。
・ 交換は1年に1回のみ可能です。
・ 他の方へのポイントの譲渡はで

きません。
・ ポイントは、1年間のみ繰り越し

ができるため、毎年交換するこ
とをおすすめします！

「元気度アップポイント」を商品券に交換しよう！

お口元気 歯ッピー健診！！

地区 ポイント 交換できる商品券の種類

名瀬・住用
在住

５ポイント以上
たまっている方

通り会連合会商品券（５ポイント＝商品券500円）
奄美市通り会連合会加盟店（なぜまち商店街付近）で
利用できます！

５ポイント未満
翌年に繰り越し
※令和５年11月～令和６年10月までのポイント

笠利在住

10ポイント以上
あまみ商工会商品券 （10ポイント＝商品券1,000円）
あまみ商工会加盟店（笠利、その他の地区）で利用で
きます！

10ポイント未満

①か②のいずれかになります
①翌年に繰り越し
※令和５年11月～令和６年10月までのポイント
②通り会連合会商品券（５ポイント＝商品券500円）
※令和４年11月～令和５年10月までのポイント

【お問い合わせ先】どちらかにご連絡ください。
鹿児島県後期高齢者医療広域連合 業務課 保健事業班 ☎ 099-206-1329
高齢者福祉課 資格審査係 ☎ 52-1111（内線 5023）

【健診受診の方法】

オレンジ色の封筒を確認
「お口元気歯ッピー健診」

歯科医療機関に
問合せ・予約

歯科受診

「対象者なのに通知
がきていない」

「封筒をなくしてし
まった」

などの場合は、下の
お問い合わせ先に
ご連絡ください。

健診料健診料

無料！無料！
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【提出先およびお問い合わせ先】
奄美市立学校給食センター（名瀬大字朝戸1003番地１）
☎55-7222

【受付期間】令和７年１月６日（月）～令和７年２月28日（金）
　　　　　９時から12時まで /13時から17時まで
　　　　　（土・日・祝祭日を除く）

【建設工事、測量・建設コンサルタント等】事業者有効期間
（市内）：令和７年４月１日～令和８年３月３１日
（市外）：令和７年４月１日～令和９年３月３１日
【委託調達】有効期間
令和７年４月１日～令和９年３月31日（物品調達については、
令和６年４月１日～令和８年３月31日が有効期間となってい
ます。追加申請は随時受付中です。）

＜委託業務の例＞
建物の維持管理、機械類の保守管理、施設・設備の保守管理、
道路・水路等の維持管理、収集運搬業務、公告及び会場設営、
調査・研究等、写真・映画、情報処理、介護等、借り上げ、
不要品売却、その他など
※関係提出書類等については奄美市ホームページよりダウ
ンロードするか、または奄美市役所名瀬総合支所契約・検
査指導課にてお受け取りください。

［奄美市ホームページ（URL）］https://www.city.amami.
lg.jp/keiyakukensa/nyusatsu-keyaku/index.html

　奄美市立学校給食センター（名瀬・住用地区）への
食材物資納入には、事前に市への登録が必要となります。

【申込資格】
市が定める物資納入基準および数量に沿って納入でき
ること。
【受付期間】
令和６年12月２日（月）～令和７年１月17日（金）

（受付時間 平日：８時30分～17時15分）
※昨年度より受付期間が早まっておりますのでご注意
ください。
【提出書類】指定願、業務経歴書、納税証明書など
（詳細は市ホームページをご確認ください）

令和７年度　入札参加資格審査申請書の提出

令和７年度奄美市立学校給食センターの
食材物資納入業者登録

　国税庁では、納税環境の向
上のため、多様な納税手続を
ご提供させていただいており
ますが、納税者の皆さまの利
便性向上のためにも、ご自宅
で納税手続が完結するキャッ
シュレス納付のご利用をお薦
めしております。この機会に、
是非、キャッシュレス納付の
ご利用をお願いします。

　また、税務署窓口での納税は「９時から16時まで」のお
手続きをお願いしております。
　納税者の皆さまには、ご不便が生じないよう、口座からの
引き落としやインターネットを利用した納税など、窓口での
納税以外の多様な納税手続をご提供しておりますので、ご
理解とご協力をお願いいたします。詳しくは、国税庁ホーム

ページ（https://www.nta.go.jp/または下の図のように国税
庁 検索）をご覧ください。ご不明な点がありましたら、国税
相談専用ダイヤルをご利用ください。

国税庁

国税などのキャッシュレス納付のご案内

納税手続 概要

ダイレクト納付
ダイレクト納付の申込みをすることで、ｅ－Ｔａｘによる簡単な操作
で預貯金口座からの引き落としにより納税する方法です。

振替納税
振替納税の申込みをすることで、毎年の確定申告等に係る国税を預
貯金口座からの引き落としにより納税する方法です。

インターネット
バンキングなど

インターネットバンキング、モバイルバンキング又はＡＴＭから納
付する方法です。

クレジットカード
「国税クレジットカードお支払サイト」からクレジットカードを利用し
て納付する方法です。※納付税額に応じた決済手数料がかかります。

スマホアプリ納付
「国税スマートフォン決済専用サイト」から利用可能なＰａｙ払いを
選択して納付する方法です。※事前に残高へのチャージが必要です。

　奄美群島各地から集まった７名のサトウキビ生産者が「さ

とうきびの優れた取り組みや魅力を発信」し競い合いまし

た。奄美市笠利町の(株 )立神Ｗоｒｋｓの榮力夫さんが

「さとうきびと生きる俺の人生」テーマに発表。ナンバーワ

ンの最優秀賞を受賞し、賞金、トロフィー、表彰状が贈ら

れました。

第二回キビ１グランプリ
（さとうきび頂上決定戦）開催

奄美群島糖業振興会事務局
大島支庁農政普及課内 ☎ 57-7333

【提出先およびお問合せ先】
契約・検査指導課 ☎ 52-1111（内線 5561・5562）

国税相談専用ダイヤル
☎0570-00-5901※ナビダイヤル
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▼土地利用の変更があった方はご連絡ください
　以下の場合には、令和６年12月20日までに各支所担

当へご連絡ください。

・ 住宅用地に建っている家屋の全部または一部の用途を変

更したとき（例：店舗から住宅、または住宅から店舗）

・ 住宅用地の全部、または一部を住宅の敷地以外の目的

に利用するとき（例：店舗、事務所、有料駐車場など）

▼新築・増築・取り壊し時はご連絡ください
　適正な課税のため、家屋を「新築」「増築」「取り壊し」

したときは各支所担当へご連絡ください。

取り壊し：家屋を１月２日以降に「取り壊し」した場合は、

その１年は課税されます（連絡を受け職員が確認した時

点での滅失となります）。

▼名義変更について
　相続・売買・贈与など

で所有者が変わる場合は

法務局での手続きをお願

いします。

　登記については、法務

局にご相談ください。

　ただし、法務局に登記のない未登記の家屋は各支所窓

口にてお手続きください。

※ご不明な点は各支所担当へお問い合わせください。

固定資産税関連の手続き（土地利用変更、新築・増築・取り壊しなど）

名瀬：税務課固定資産税係 ☎ 52-1111（内線 5216～ 5218）
住用：市民福祉課市民サービス係 ☎ 69-2111（内線 2303・2311）
笠利：市民課国保税務係 ☎ 63-1111（内線 3032）

　毎年８月・12月は国保税の徴収強化に取り組んでいます。

期間中は滞納者への訪問や財産調査などを強化し、悪質な

滞納者に対しては、税の公正・公平の観点から給与・預金・

保険及び不動産などの処分や自動車のタイヤロックを行い

ます。

　納税相談も行っていますので各支所窓口へお越しくださ

い。皆さまのご理解ご協力をお願いします。

毎年８月・12 月は県下一斉
国保税滞納整理強化月間

タイヤロックタイヤロック

名瀬：国保年金課 ☎ 52-1111（内線 5252）
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111（内線 2311）
笠利：市民課 ☎ 63-1111（内線 3036）

保険税と納め方

　老朽化した水道管の耐震化などを目的とした布設替工
事を上図の区間において実施しています。
　本工事では、交通規制などによりご迷惑をおかけしま
すが、騒音対策や安全管理に努め施工を行いますので、
皆さま方にはご理解とご協力をお願いします。
【工事期間】令和６年12月上旬～令和７年６月下旬（予定）

水道管布設替工事のお知らせ

 水道課施設給水係　☎ 52-1142

＜材料＞２人分＜材料＞２人分
小松菜・・・・・40ｇ小松菜・・・・・40ｇ
人参・・・・・・20ｇ人参・・・・・・20ｇ
水・・・・・・200ｃｃ水・・・・・・200ｃｃ
生姜・・・・ひとかけら生姜・・・・ひとかけら

味噌・・・・・・大さじ味噌・・・・・・大さじ 11
白だし・・・・・・50ｃｃ白だし・・・・・・50ｃｃ
無調整豆乳・・・400ｃｃ無調整豆乳・・・400ｃｃ
うどん・・・・・・・２玉うどん・・・・・・・２玉
白ごま・・・・・大さじ２白ごま・・・・・大さじ２

＜作り方＞
①うどんを茹でる。（２～３分）
②小松菜と人参は食べやすい大きさに切っておく。
③鍋に水、小松菜、人参を入れ火にかける。
④小松菜がしんなりしたら、生姜、味噌を入れ中火にする。
⑤白だし、豆乳を加え沸騰しないように注意しながら温める。
　最後にうどんを加える。
⑥器に盛り、ごまをふって完成。

朝ごはんレシピ朝ごはんレシピかんたん！かんたん！
おいしい！おいしい！

ごま味噌豆乳うどんごま味噌豆乳うどん
偶数月掲載
Vol.22
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第
17
回 

奄
美
市
民
体
育
祭

体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
Ｗ
ｅ 

ｅ
ｎ
ｊ
о
ｙ 

「
ｓ
ｐ
о
ｒ
ｔ
ｓ
」
！

～
楽
し
も
う
こ
の
瞬と

き間
を
～
』

（
朝
日
中
学
校
１
年 

井
上 

朝
咲
子
さ
ん
）

総 合 成 績

①上 方 ３３２点

②下 方 ３３０点

③笠 利 ３２４点

④奄 美 ２８１点

⑤金 久 ２６８点

⑥伊津 部 ２１７点

⑦住 用 １３９点

⑧古 見 方 １２５点

躍 進 賞

奄 美   ３６点
新 記 録

・女子40歳代100m

大野 愛香（笠利）13秒 90

貴島 世梨香（下方）14秒 00

・男子1,500m

矢田 光輝（上方）4分 08秒 00

・60歳以上男女ホールインワン

奄 美 22打

下 方 23打

　

11
月
10
日
（
日
）、
名
瀬
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
奄
美
市
民
体
育

祭
の
様
子
で
す
。

　

当
日
は
時
折
風
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
勢

の
参
加
者
や
応
援
団
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

そ
し
て
ご
来
場
の
皆
さ
ま
、
市
民
体
育
祭
へ
の

ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第 46回 奄美市民文化祭
10月22日（火）～24日（木）奄美川商ホール（奄

美振興会館）で開催されました。

　多彩な展示・ステージ発表で秋を彩ってくださっ

た皆さま、ご参加いただきありがとうございました！

　10月26日（土）に商店街秋まつり（主催：

奄美市通り会連合会）が、名瀬中心商店街で

開催され、長縄跳び大会やステージなどが披

露され、多くの人でにぎわいました。

商店街秋まつり
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第１回奄美地域医療シンポジウム「健康長寿の奄美大島」×「持続可能な地域医療」

１歳未満はマイナンバーカードの顔写真が不要になります

『相続登記』の申請が義務化されました！ 預けて安心　自筆証書遺言書保管制度

◆ 基調講演（13：45～）
「19年間の研究を通して見えてきた奄美の健康課題と強み」
と「離島へき地医療を支える医療人育成の取組」
【講師】
嶽﨑 俊郎（鹿児島大学病院地域医療支援センター長）

【座長】
森田 喜紀（鹿児島県立大島病院臨床研修センター長 兼
　　　　　総合診療科部長）

◆ シンポジウム（15：00～）
「健康長寿の奄美大島」×「持続可能な地域医療」
【座長】
稲 源一郎（大島郡医師会長）
﨑山 隼人（鹿児島大学医療人材連携教育センター特任教授）

【シンポジスト】
中村 健太郎（鹿児島県立大島病院救命救急センター長）
平島 修（名瀬徳洲会病院副院長）
原 純（みんなの診療所長）
相星 壮吾（名瀬保健所長）

　ご自身で書いた遺言書を法
務局で保管する制度です。大
切な遺言書の紛失や改ざんを
防止できますので、ご自身の財
産を大切な方に確実に託す方
法の一つとして、ぜひ本制度の
利用をご検討ください。

　ご利用には事前予約及び手
数料（3,900円）が必要です。
詳しくは法務省ホームページで
ご確認いただくか、またはお近くの法務
局にお問合せください。

　令和６年４月１日から、相続に
より不動産（土地・建物）を取
得した相続人は、その取得を知っ
た日から３年以内に相続登記を
申請する必要があります（正当
な理由がないのに相続登記をし
ない場合、10万円以下の過料が
課される場合があります）。

　また、令和６年４月１日より
前に相続した不動産も、相続登
記がされていないものは、義務
化の対象となりま

す（３年間の猶予期間があります）ので、注
意が必要です。

　令和６年12月２日（月）より、１歳未満でマイナカー

ドを申請する場合、顔写真の添付が不要になります。

　乳児については、

① 医療機関の受診等の
ため速やかにカード
を交付する必要があ
る

② 成長による顔の変化
が著しい

③ 法定代理人（親等）が各種手続を行うことが多い

などの理由から、例外的に顔写真なしマイナンバーカー
ドを導入するとされたためです。

　なお、顔写真なしカードでは以下の点に十分ご注意く
ださい。

・ １歳未満の間は顔写真のある通常カード（または
顔認証カード）への切り替え・選択はできません。

・ 資格確認を利用する場合は、利用者証明用電子証
明書の暗証番号（数字４桁）の入力により対応し
ます。

・ 顔写真なしカードを本人確認書類とする場合、原
則既存の健康保険証などの顔写真なしの書類と同
等に扱われます。

名瀬：市民課 ☎ 69-3268
住用：市民福祉課 ☎ 69-2111
笠利：市民課 ☎ 63-1111

鹿児島地方法務局奄美支局 ☎ 52-0376鹿児島地方法務局奄美支局 ☎ 52-0376

【共催】
鹿児島県立大島病院、
鹿児島大学病院地域医療支援センター、奄美市

【お問い合わせ先】
鹿児島県立大島病院総務課 ☎ 52-3611

【日程】12月８日（日）【日程】12月８日（日）
【時間】13：30～17：00【時間】13：30～17：00
【場所】アマホームＰＬＡＺＡマチナカホール【場所】アマホームＰＬＡＺＡマチナカホール

無料！無料！
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「
奄
美
市
だ
よ
り
・
ラ
ジ
オ
版
」
を
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
で
放
送
し
て
い
ま
す
！
（
月
～
土
は
朝
・
昼
・
晩
、
日
は
昼
・
晩
）
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
７
７
・
７
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

財
政
課

52
‐
１
１
１
１
（
５
４
４
１
）

　

本
市
の
財
政
状
況
（
令
和
５
年
度

決
算
状
況
及
び
令
和
６
年
４
月
～
９

月
の
予
算
執
行
状
況
）
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
健
全
財
政
を
確
保
し
、

市
民
福
祉
等
の
向
上
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

福
祉
政
策
課

52
‐
１
１
１
１
（
５
０
０
５
）

　

拉
致
問
題
は
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
奄
美
市
で
は
、
本

庁
舎
３
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
市
民

交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
と
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
の
着
用
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
瀬
：
市
民
課   

52
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
２
３
３
）

住
用
：
市
民
福
祉
課   

69
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
３
０
２
）

笠
利
：
市
民
課   

63
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
０
４
４
）

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
第
76
回
人
権
週
間

（
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
の
期
間

内
に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

　

親
子
、
夫
婦
、
扶
養
、
相
続
の
問
題
、

借
地
・
借
家
問
題
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

公
害
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
】
10
時
～
15
時

名
瀬
：
12
月
５
日
（
木
）

奄
美
市
役
所 

３
階
小
会
議
室

住
用
：
12
月
５
日
（
木
）
住
用
公
民
館

笠
利
：
12
月
６
日
（
金
）
笠
利
公
民
館

　

ま
た
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
人
権
週
間
以
外
に
お
い
て
も
、
電

話
相
談
の
ほ
か
、
メ
ー
ル
で
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
、
虐
待
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
一
人
で
悩
ま

ず
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
電
話
相
談
窓
口
）

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番（
全
国
共
通
）

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
全
国
共
通
）

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
全
国
共
通
）

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

8
時
半
～
17
時
15
分
ま
で
（
土
日
・

祝
日
を
除
き
ま
す
。）

※
こ
ど
も
の
人
権
相
談
以
外
の
通
話
料

は
、
相
談
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

学
び
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

52
‐
１
３
８
４

作
品
申
込
受
付
（
持
ち
込
み
の
場
合
）

【
日
時
】

令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

【
場
所
】

奄
美
川
商
ホ
ー
ル

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

の
力
作
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

奄
美
市
農
業
委
員
会 

52
‐
１
１
１
１

住
用
分
室 

69
‐
２
１
１
１

笠
利
分
室 

63
‐
１
１
１
１

【
募
集
人
員
】
農
業
委
員
14
名

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
10
名

【
募
集
期
間
】

12
月
２
日
（
月
）
～
12
月
25
日
（
水
）

（
※
25
日
17
時
15
分
必
着
）

【
申
込
み
方
法
】

　

農
業
委
員
会
に
用
意
さ
れ
て
い
る

申
込
用
紙
か
奄
美
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
奄
美
市
農
業
委

員
会
、
住
用
分
室
、
笠
利
分
室
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

【
応
募
要
件
】

①
農
業
に
関
し
て
知
識
が
あ
り
、
公

平
・
公
正
な
判
断
が
で
き
る
者
。

②
農
地
の
集
積
並
び
に
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
や
解
消
等
の
推
進
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
者
。

（
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
ま
た
は
奄

美
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

県
庁
社
会
福
祉
課 

恩
給
係

０
９
９-

２
８
６-

２
８
２
８

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族

に
対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す

る
疑
問
等
に
つ
い
て
、
県
庁
社
会
福
祉

課
の
職
員
が
、
直
接
、
県
民
の
皆
様
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の

機
会
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

 ・
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金

 ・
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金

 ・
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金

 ・
援
護
年
金

 ・
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
費

 ・
そ
の
他
、
日
頃
か
ら
援
護
や
軍
人
恩

給
に
関
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

【
相
談
日
時
・
会
場
】
12
月
20
日
（
金
）

11
時
00
分
～
14
時
00
分

（
当
日
受
付
締
切
13
時
30
分
）

ア
マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

（
奄
美
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

【
そ
の
他
】

・
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち

の
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

名
瀬
：
環
境
対
策
課   

52
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
３
２
２
）

住
用
：
市
民
福
祉
課   

69
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
３
０
３
）

笠
利
：
市
民
課   

63
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
０
４
０
）

　

ヤ
ス
デ
対
策
は
ヤ
ス
デ
の
す
み
に

く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
剤
散
布
や
家
の
周
り
を
清
潔
に
す

る
こ
と
が
対
策
と
な
り
ま
す
。
個
別
よ

り
も
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
自
治
会
単
位

で
対
応
す
る
と
、
よ
り
一
層
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
侵
入
を
く
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ヤ
ス
デ
用
薬
剤
は
、
左
の
表
の
店

舗
で
奄
美
市
民
の
方
へ
の
半
額
補
助

を
実
施
し
て
い
ま
す

詳
し
く
は
各
担
当
窓
口
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

©©Amami CityAmami City

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ヤ
ス
デ
対
策
は
万
全
で
す
か
？

第
43
回 

奄
美
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

奄
美
市
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
募
集

令
和
６
年
度

移
動
援
護
相
談
の
ご
案
内

▲ 奄 美 市
ホームページ

▲ 奄 美 市
ホームページ

※薬剤の値段は物価に伴い変動することがあります。
※環境保全のため、薬のまき過ぎに注意しましょう。

地区 取扱店 連絡先 薬剤名 半額価格
（１袋３㎏）

名瀬 あまみ農協 52-3300
コイレット
ヤスデガード

660円

住用
島人mart
住用店

69-2228 コイレット 660円

笠利
あまみ農協
笠利支所

63-1611
コイレット
ヤスデガード

660円

マツモト薬局 63-0035 シャットアウト 980円
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　才納壽二氏（鹿児島市在住）より電気自動車５台が奄美
市に寄贈され、お披露目と感謝状贈呈式が鹿児島市で行わ
れました。安田市長は「世界自然遺産登録の島として、環
境にやさしい島づくりを目指したい」と感謝の言葉を述べ
ました。（11月５日）

才納 壽二氏奄美市へ電気自動車５台を寄贈

　フェスティバルは『高齢者が生きがいを持って、健やか
で安心して暮らせる地域社会の実現』を目的に開催。奄
美川商ホールには、出演者を含め約 400人が来場し、老
人クラブの会員らによる多くのパフォーマンスが会場を盛
り上げました。（10月10日）

奄美市老人クラブ連合会フェスティバル

　久里町老人クラブ再春会の方々が、内閣府社会参加章
の受章報告で安田市長を表敬されました。団体が高齢者参
加活動の模範と評価されたとのことで、会長のお話でご自
身は「まだ、85歳！」という力強いお言葉がとても印象的
でした。受章、おめでとうございます。これからもお元気
でご活躍ください。（10月18日）

久里町老人クラブ再春会が市長表敬

　企業版ふるさと納税として、ご寄付頂いた株式会社エ
ルス様へ感謝状を贈呈しました。寄付金は住用・笠利地区
の認定こども園整備事業（子育てに適した島事業）に活
用させて頂きます。温かいご支援に心より感謝申し上げま
す。（10月22日）

株式会社エルス様より企業版ふるさと納税

　名瀬の屋仁川通りでやんご祭り2024（奄美市社交飲食
業協会主催）が開催されました。焼酎の販売のほか、島
唄やダンスの舞台発表もあり、多くの人でにぎわいました。

（11月７日）

大盛況！屋仁川通りでやんご祭り2024 福崎 真逢輝選手 国スポ優勝を市長へ報告

　第78回国民スポーツ大会相撲競技少年男子個人の部で
優勝した福崎真逢輝選手（樟南高校３年、名瀬中学校出身：
右から３人目）が、安田市長を表敬されました。福崎選手
は「先生や両親など、応援してくれる人がいたから優勝で
きた。将来は、地元奄美を盛り上げられる、見た人に感動
を与えられるような力士になりたい」と話してくれました。
安田市長は「地元を挙げて応援したい、さらに鍛錬して強
くなってほしい。」と激励しました。（11月７日）
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奄美海洋展示館　  ５５- ６０００

「夜の海の季節」

　

11
月
に
入
り
、
涼
し
さ
を
感
じ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
夜
の
海
が
楽
し
い
季
節
に
な
り

ま
す
。

　

11
月
か
ら
の
大
潮
は
夜
が
一
番
引
く

時
期
に
な
り
、
潮
が
う
ん
と
引
く
と
普

段
海
の
中
に
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
や
磯
場

が
あ
ら
わ
に
な
り
、
長
靴
や
胴
長
と

い
っ
た
軽
装
備
で
簡
単
に
海
の
中
を
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

潮
の
満
ち
引
き
で
水
没
し
た
り
干

上
が
る
場
所
の
こ
と
を
「
潮
間
帯
」
と

言
い
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
た
ち
が
住

む
場
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
の
潮
間
帯
は
普
段
活
発
な
ベ
ラ

や
ス
ズ
メ
ダ
イ
な
ど
の
魚
は
寝
静
ま

り
、
反
対
に
普
段
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
て

い
る
カ
ニ
や
ヒ
ト
デ
が
活
発
に
動
き
出

し
、
昼
間
と
は
ま
た
違
っ
た
賑
や
か
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
海
洋
展
示
館
で
は
、
10
月
よ

り
二
つ
の
潮
間
帯
水
槽
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

奄
美
大
島
の
磯
場
は
サ
ン
ゴ
礁
と

火
山
性
の
岩
礁
、
二
つ
の
環
境
に
恵
ま

れ
る
場
所
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
環

境
で
は
同
じ
潮
間
帯
で
も
全
く
別
の

生
き
物
た
ち
が
見
ら
れ
ま
す
。
サ
ン
ゴ

礁
の
潮
間
帯
に
は
ヒ
ト
デ
や
ウ
ニ
、
ヤ

ド
カ
リ
、
小
魚
な
ど
サ
ン
ゴ
や
岩
の
隙

間
を
好
む
生
き
物
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

一
方
で
岩
礁
の
潮
間
帯
で
は
滑
ら
か

な
岩
肌
に
く
っ
付
く
よ
う
な
魚
や
貝
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

展
示
館
で
は
二
つ
の
環
境
を
再
現
し

た
水
槽
を
一
緒
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
来
館
の
際
は
、
二
つ
の
水
槽
を
見

比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
夜
の
海
に
行
く
際
は
細

心
の
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
夜
の
海
は

暗
く
、
足
元
が
見
え
づ
ら
い
た
め
、
転

ん
で
大
怪
我
を
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
観
察
す
る
と
き
は
軍
手
や
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
を
着
用
し
て
、
装
備
を
整

え
て
か
ら
生
き
物
た
ち
と
触
れ
あ
い
ま

し
ょ
う
。

滑らかな岩肌に張り付いて生活を滑らかな岩肌に張り付いて生活を
する魚、ヨダレカケする魚、ヨダレカケ

岩礁の潮間帯 ( 左 ) とサンゴ礁（右）岩礁の潮間帯 (左 ) とサンゴ礁（右）

生徒の皆さんが出店交渉した店舗のブース
や、島内の高校と専門学校の出展もあり。
舞台ではステージ演出や抽選会※も予定して
います。
12月８日（日）12月８日（日）は「なぜまち商店街・末広本
通り」へ、ぜひ遊びに来てください。
※マルシェのブースで 700円以上お買い上げい
ただくと抽選券を1枚配布

12

８

奄美高校instagramも要チェック奄美高校instagramも要チェック▶▶

遊びにきてね♪遊びにきてね♪

12
月

８
日

日
直

日
曜
日
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住用総合支所からのお知らせ
住用地区 10月末人口　 1,077人　710世帯（住民登録月報より）

  「
奄
美
豪
雨
災
害
の
日
」
防
災
教
室

　

10
月
17
日(

木)

、
住
用
地
域

教
育
課
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ィ
の

麓
憲
吾
氏
、
主
任
児
童
委
員
の
山

田
千
代
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

防
災
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

時
の
映
像
や
話
か
ら
、
災
害
の
大

変
さ
、
苦
し
さ
、
も
ど
か
し
さ
な

ど
の
緊
迫
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
花
植
え

　

10
月
21
日(

月)

、「
花
で
住
用

を
明
る
く
し
元
気
を
届
け
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
西
原
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
住
用
支
所

前
の
花
壇
を
耕
し
た
り
、
苗
を
植

え
た
り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

お
花
で
住
用
を
彩
り
た
い
で
す
。

校
内
英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

10
月
10
日(

木)

、
校
内
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
、
生
徒
全
員
が
自
分
の
夢
や
目

標
、
好
き
な
こ
と
な
ど
を
英
語
で

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
１
年
前

の
発
表
に
比
べ
、
発
音
や
流
ち
ょ

う
さ
、
内
容
な
ど
に
成
長
の
跡
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
改
選

　

10
月
24
日(

木)

、
新
し
い
生

徒
会
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
生

徒
会
役
員
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

２
年
生
か
ら
生
徒
会
長
、
1
年

生
か
ら
副
会
長
を
選
ぶ
選
挙
で
、

1
・
２
年
生
全
員
が
立
会
演
説
を

行
い
公
約
を
掲
げ
ま
し
た
。
３
年

生
の
選
挙
管
理
委
員
が
見
つ
め
る

中
、
思
い
を
込
め
て
候
補
者
の
名

前
を
書
き
、
投
票
。
厳
正
な
投
票

の
結
果
、
新
生
徒
会
役
員
に
決
ま
っ

た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
習
発
表
会

　

11
月
１
日
（
金
）、
学
習
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
十
人
百
色
（
じ
ゅ
う
に
ん
も
も
い

ろ
）
～
継
（
つ
）
な
が
る
東
城
の
花

～
」。
一
人
一
色
だ
け
で
な
く
、
た

く
さ
ん
の
色
（
輝
き
）
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
テ
ー
マ
を
決
め
ま

し
た
。
各
学
級
の
発
表
、
東
城
へ

き
地
保
育
所
の
運
動
あ
そ
び
、
最

後
は
小
中
全
員
に
よ
る
東
城
チ
ン

ダ
ラ
節
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

校
舎
の
外
壁
そ
う
じ

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
見
里
集
落
の
皆

さ
ん
で
、
校
舎
の
外
壁
掃
除
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
圧
洗
浄
機
を

使
っ
て
洗
浄
し
て
い
た
だ
き
、
休
日

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
作
業
に
、
感

謝
す
る
一
日
で
し
た
。

市
中
学
校
・
校
区
合
同
文
化
祭

　

10
月
20
日
（
日
）
は
、
市
中
学

校
・
校
区
合
同
文
化
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
生
徒
二
人
は
、
エ
イ
サ
ー
や

ダ
ン
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
舞
台

を
輝
か
せ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
く
ら
踊
り
な
ど
の
伝
統
文

化
も
体
験
で
き
、
市
集
落
の
皆
さ
ん

と
生
徒
が
一
緒
に
創
り
上
げ
る
文
化

祭
、
芸
術
の
秋
を
彩
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験

　

「
運
動
大
好
き
“
か
ご
し
ま
っ
子
“」

運
動
習
慣
教
室
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
奄
美
体
験
交
流
館
で
、
体
験
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
初
め
て

の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
で
し
た
が
、

難
し
い
コ
ー
ス
（「
ホ
ー
ル
ド
」
と
い

う
突
起
の
配
置
）
に
果
敢
に
も
挑
戦

し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

住
用
小
学
校

東
城
小
中
学
校

市
中
学
校

住
用
中
学
校

宇
検
村
で
民
児
協

交
流
研
修
会
を
実
施

　

10
月
18
日
（
金
）、
住
用
地
区
・

宇
検
村
・
大
和
村
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
一
堂
に
会
し
、
宇
検

村
主
催
で
合
同
研
修
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
民
生
委
員
が

日
々
直
面
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
、

３
地
区
間
で
の
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
民
生
委
員
同

士
で
交
流
や
情
報
交
換
の
機
会
を

設
け
、
地
域
福
祉
の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
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住用地区 12 月行事予定
日 行事名 場所

12/2（月）定例嘱託員会（10:00～）
住用支所３階大
会議室

12/3（火）燃やせるごみ 町内全域

12/4（水）燃やせないごみ 町内全域

12/6（金）燃やせるごみ 町内全域

12/7（土）
資源ごみ分別収集

（ペットボトル）
町内全域

12/9（月）し尿汲み取り 市・戸玉・山間

12/10（火）

し尿汲み取り
役勝・西仲間・
石原

燃やせるごみ 町内全域

乳幼児健診・歯科検診
（受付12:30～12:45）

住用支所３階大
会議室

12/11（水）
古紙類分別収集

（新聞紙・ダンボール）
町内全域

12/12（木）し尿汲み取り
見里・東仲間・
川内

12/13（金）
し尿汲み取り 摺勝・城・和瀬

燃やせるごみ 町内全域

12/17（火）燃やせるごみ 町内全域

12/18（水）燃やせないごみ 町内全域

12/20（金）燃やせるごみ 町内全域

12/21（土）資源ごみ分別収集（ビン） 町内全域

12/24（火）燃やせるごみ 町内全域

12/25（水）
古紙類分別収集

（その他紙類）
町内全域

12/27（金）燃やせるごみ 町内全域

12/28（土）
資源ごみ分別収集

（ペットボトル）
町内全域

1/3（金）
名瀬・住用地区二十歳
のつどい

奄美川商ホール

1/4（土） 燃やせるごみ 町内全域

1/6（月） し尿汲み取り 市・戸玉・山間

1/7（火）

定例嘱託員会（10:00～）
住用支所３階大
会議室

し尿汲み取り
役勝・西仲間・
石原

燃やせるごみ 町内全域

世界遺産センターを見学したよ
　10月29日（火）、住用・東城へき地保育所の年長さ
んたちが、世界遺産センターを見学しました。今回の
見学会を通じ、子どもたちは奄美の自然の素晴らしさ
を感じるとともに、その自然を守ることの重要性につい
ても理解を深めることができました。

トリックオアトリート！住用支所
にかわいいオバケがやってきた

　10月31日はハロウィン。東城へき地保育所とにこに
こ保育ルームの子どもたちが可愛い仮装で来庁。たく
さんお菓子をもらって、笑顔のおばけさんたちでした。

第２回住用町地域創生戦略審議会第２回住用町地域創生戦略審議会
　10月30日(水 )、第２回住用町地域創生戦略審議
会が開催されました。「稼ぐ」・「防災」・「定住」の３つ
の柱をテーマに取り組むものの中で、来年度から実施
できる短期的・早期的に取り組むものについて具体的
に話し合いました。

※【重要】年末年始のごみ収集の変更があります。
12/28（土）資源ごみ（ペットボトル）収集有。
1/4(土 ) 燃やせるごみ臨時収集有、資源ごみ（ペットボ
トル）の収集無。

第 60 回住用地区体育祭開催
　10月13日（日）、住用総合グラウンドにて５年振り
となる住用地区体育祭が開催されました。秋晴れの中、
住用地区７チームによる熱戦が繰り広げられました。

【総合】（優勝）川内・摺勝、（準優勝）見里・東仲間、
（３位）役勝 /【男子の部】（優勝）西仲間・石原（準優
勝）役勝（３位）山間・戸玉/【女子の部】（優勝）城・
和瀬（準優勝）川内・摺勝（３位）見里・東仲間
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笠利地区 10月末人口　 5,242人  3,085世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

日付 収集地区

12/28
（土）

資源ごみ（ペットボトル・びん類）収集
※第１・第４土曜に収集している集落が対象

【対象集落】
土盛・宇宿・城間・万屋・節田・土浜・用安・
和野・平・喜瀬１区・喜瀬２区・喜瀬３区・
打田原・前肥田・手花部

12/30
（月）

燃やせるごみ収集は通常通り

12/31～1/3は収集がありません

１/４
（土）

資源ごみ（ペットボトル・びん類）収集なし

燃やせるごみの臨時収集を行います。
※火・金曜に収集している集落が対象

【対象集落】
佐仁１区・佐仁２区・屋仁・川上・節田・喜
瀬１区・喜瀬２区・宇宿・城間・万屋・和野・
平・土浜・用安

年末年始はごみの量が特に多くなります。
一度に出せるごみは「各家庭３袋まで」です。
　年末の掃除を早めに済ませるなど、ごみの減量化に
ご協力ください。ごみは必ず分別して出しましょう。

 年末年始のごみ収集

笠利地区 月

年
度 出せ

 

　10月16日（水）、戦没者を追悼
する招魂祭式典が、太陽が丘総合
運動公園招魂碑前広場で開催され
ました。遺族や行政関係者が参列
し、戦争犠牲者596 柱に鎮魂の祈
りを捧げ、平和への誓いを新たに
しました。

令和６年度第１１９回 令和６年度第１１９回 笠利町招魂祭式典笠利町招魂祭式典

遺族会会長式辞遺族会会長式辞

【大会結果（敬称略）】

◆団体の部

小 学 生 ①笠利小 ②宇宿小 ③屋仁小 ③手花部小
中 学 生 ①宇宿校区 ②笠利校区 ③赤木名校区
一般Ａ級 ①笠利Ａ ②赤木名Ａ ③緑が丘校区 ③節田校区
一般Ｂ級 ①笠利Ｂ ②赤木名Ｂ ③笠利Ｃ ③赤木名Ｃ

◆個人の部

６歳児未満 ①川口汰樹（宇）②山田賢征（赤）③吉田侑正（屋）
６歳児 ①宇都宮琉（手）②濱崎歩夢（赤）③濱崎蘇鉄（赤）
小１ ①日高希輔（笠） ②元多風歩（佐） ③徳笑菜美（宇）
小２ ①川畑真城（笠） ②大山煌人（笠） ③春山結美（赤）
小３ ①大野捷（赤） ②朝菜桜（節） ③茂呂田京（赤）
小４ ①泉洸誠（笠） ②川口剛樹（宇） ③元多澪海（佐）
小５ ①瀧田風理（赤） ②大野尊（赤） ③西結緯斗（節）
小６ ①南昊輝（屋） ②碇山玄（緑） ③德蓮大（宇）
中 1 ①朝聖翔（節） ②手島纏（赤）
中２ ①山下凌汰（宇） ②大山仁奈（笠） ③鈴木仁士（宇）
中３ ①大山皇成（笠） ②碇山魁大（赤） ③武田八啓（笠）

一般軽量級
①磯和樹（笠）②肥後碧葉（赤）③川口竜之介（笠）
殊勲賞 前島壮士（赤）敢闘賞 登康太（笠）技能賞 中野雄賀（笠）

一般中量級
①濱田裕馬（節）②川畑壱星（宇）③春山翔太郎（赤）
殊勲賞 郡和樹（節）敢闘賞 堀ノ内慶太（節）技能賞 郡和樹（節）

一般重量級
①武田海喜（赤）②隈元凌（笠）③川畑太星（宇）
殊勲賞 榮順平（赤）敢闘賞 馬場直（笠）技能賞 中真平（笠）

◆最高年齢賞　仁郁広（佐）66歳

第
119
回
奄
美
市
笠
利
町
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。
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　11月７日（木）、笠利農村環境改善センターにおいて、
奄美群島農業祭が６年ぶりに開催されました。地域農業
の発展に功績のあった笠利町の㈱立神Works榮 完治さ
んが最優秀農家賞として、また、農業委員として10年以
上在職した前田 孝德氏（前肥田）が、永年勤続農業委
員及び農地利用最適化推進委員として表彰されました。

第32回奄美群島農業祭で表彰第32回奄美群島農業祭で表彰

榮 完治さん榮 完治さん 前田 孝德氏前田 孝德氏
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笠利地区12月行事予定 　　No.298　　No.298
【介護】…介護予防はつらつ教室

日 行事名 開始 場所
12/2（月）【介護】（中金久） 14:00 中金久学舎

12/3（火）駐在員会 9:00
笠利総合支所3
階会議室

12/6（金）
全国一斉人権相談所
開設

10:00
奄美市笠利公民
館１階大ホール

12/10（火）
たんぽぽクラブ 10:00 ふれ愛の郷

【介護】（宇宿） 14:00 宇宿生活館

12/12（木）【介護】（和野） 13:30 和野生活館

12/13（金）【介護】（喜瀬３区） 14:00
喜瀬３区ｺﾐｭﾆﾃ
ｨｾﾝﾀｰ

12/17（火）【介護】（笠利３区） 14:00 金久公民館

12/18（水）
【介護】（屋仁） 14:00

屋仁地区振興
センター

【介護】（笠利２区） 14:00
大笠利文化セ
ンター

12/19（木）【介護】（須野） 13:30 須野生活館

12/25（水）乳幼児健診 12:30 ふれ愛の郷

【アマンday探究活動ポスター発表会（２年生）】
　10月２日(水 )、のポスター発表会がありました。「奄
美の森林」「観光・交通」「シマ唄」「マルベリー」「伝統
野菜」「黒糖」の各班が、フィールドワークの成果を探
究活動にご協力いただいた皆さんの前で発表しました。
頂いた貴重な質問や感想を今後の探究活動につなげた
いと思います。

【第56回北高祭】
　10月26日（土）、「Beautiful memories～最高の舞
台を今ここに～」をテーマに、北高祭を開催しました。
ステージ発表では、ダンス同好会や吹奏楽部などが日
頃の練習の成果を発表し、その他モノマネコントなど、
各々バラエティに富んだ発表を披露しました。フォトス
ポットや手作り夏祭りなどの展示、各事業所による小
物や食品の販売も行われ大盛況となりました。

たくさんのご協力・ご来場ありがとうございました！たくさんのご協力・ご来場ありがとうございました！

【北高観光ビジネス×宇宿貝塚史跡公園】

　『国指定史跡宇宿貝塚史跡公園』を観光客や地元住
民に興味を持ってもらうため、アイディアを出してほし
いという依頼を受けました。まずは魅力を知るために史
跡公園を訪れ施設について学び、後日、SWOT分析とい
う手法を使って、現在
の課題や何ができるか
アイディアを出し合い
ました。これから、ア
イディアの実現に向け
て動いていきます！

　10月28日（月）、宇宿保育所において祖父母交流会
で芋ほりが行われました。園児たちが５月に植え付け
た芋が大きく育ち、たくさん収穫できました。祖父母と
園児たちの喜ぶ声が園庭に響き
わたりました。

大きなお芋とれたよ～！大きなお芋とれたよ～！

満一歳になりました。
子どもは町の宝。
みんなでこの子たちに
誇れる町づくりに努めま
しょう。

服部 結斗（ゆいと）ちゃん
令和５年 12 月 23 日生

竜弥（赤木名里）

　９月下旬から10月中旬にかけて笠利地区の各校区で
運動会が開催されました。校区内の住民と児童で競技
や８月踊り等を行い、各校区大いに盛り上がりました！

校区別運動会の開催校区別運動会の開催
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� 12月５日（木）大倉 克大  弁護士（13:00～16:30）
� 12月12日（木）岡本 敏徳  弁護士（ 9:30～11:30）
� 12月19日（木）黒木 健太  弁護士（11:00～12:00、13:00～15:30）
� １月９日（木）青松 淳紀  弁護士（13:00～16:30）
� １月16日（木）佐用 理紗  弁護士（ 9:30～11:30）
� １月23日（木）宮路 真行  弁護士（11:00～12:00、13:00～15:30）

要電話予約・弁護士は変更の場合あり。相談時間はひとり30分
原則ひとり年１回 ※予約後のキャンセルは必ずご連絡ください。

福祉政策課つながる相談室 ☎ 52-1111（内線 5263）

奄美法律相談センター奄美法律相談センター  無料法律相談無料法律相談
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新着図書案内新着図書案内

【アマホームＰＬＡＺＡ】☎52-1816
（奄美市市民交流センター）

＊『気の毒ばたらき きたきた捕物帖　
　（三）』/ 宮部 みゆき
＊『楽園の夕べ』/ ルシア・ベルリン
＊『どうして死んじゃうんだろう？いの
　ちの終わりを巡る旅』/ 細川 貂々
＊『まゆとブカブカブー』/ 富安 陽子
＊『世界の納豆をめぐる探検』/ 高野 
秀行

・・・ほか

【名瀬公民館】☎53-5699

（旧金久分館）

＊『歳をとった親とうまく話せる言いか
　えノート』/ 萩原 礼紀
＊『うろおぼえ一家のおみせや』　　　
　/出口かずみ
＊『おとしましたよ』/ マスダ ケイコ

・・・ほか

【四谷分館】☎54-1030

＊『人生百年時代の生き方の教科書』　　
　/藤尾 秀昭 (監修 )
＊『小学生がたった1日で19×19までか
　んぺきに暗算できる本』/ 小杉 拓也

・・・ほか

奄
美
市
社
会
福
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議
会
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市営住宅空家待ち状況市営住宅空家待ち状況  （11月1日現在）（11月1日現在）
申込み住宅 待ち世帯 対象戸数

佐大熊 100 世帯 200戸
春　日 72 世帯 316戸
平　田 23 世帯 140戸
永　田 25 世帯 30戸
小　浜 72 世帯 32戸
浜　里 85 世帯 240戸
田　雲 43 世帯 106戸
真名津 38 世帯 70戸
その他 52 世帯 146戸

空家【 名瀬】根瀬部新・知名瀬新
　　　　　（世帯要件有）

【住用・笠利】なし

※ 入居申込み後、申込書の記載内容
に変更が生じた方は必ず届け出て
ください。

名瀬:建築住宅課 ☎ 52-1111（内線 5493）
住用:産業建設課 ☎ 69-2111（内線 2410）
笠利:建設課 ☎ 63-1111（内線 3052）

令和６年度 奄美市まなびフェスタ令和６年度 奄美市まなびフェスタ
奄美市ＰＴＡ連絡協議会研修会　同日開催

◀オープニング
を飾って頂く奄美
少年少女合唱団
の皆さん

【日時】12月15日(日)体験・展示等9:30～16:30/
マチナカホール12:45～16:00(受付12:30～ )

【会場】アマホームＰＬＡＺＡ（市民交流センター）
※体験・展示は１階マチナカリビングおよび２階ギャラリー

【内容】オープニング（奄美市少年少女合唱団） 12:45～  
第１部：開会式及び文化・地域づくり表彰式　 13:00～ 
第２部:
みんなで輝かせよう！あまみっ子＆あまみんちゅ 13:35～
①キバレ★あまみっ子～島口による小・中学生の夢の発表
②地元高校生がつくる学生団体「Annacoto」（アンナコト）
の発表

第３部:みんなで考えよう奄美の未来 14:40～ 
講演「みんなが元気になるコミュニティをめざして」
　　　　　　　　～新しい時代の地域社会を考える～
講師：鹿児島大学法文学部法経社会学科教授 金子満 氏

（株）フルハークウィル取締役（大学発ベンチャー）、
元唐湊山の手町内会長 金子陽飛 氏

【お問い合わせ先】学び・スポーツ推進課 ☎ 52-1384
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奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会 

あ
ま
み
お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
修
理
）【
日
時
】
12
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
【
修
理
不
可
▼
ゲ
ー
ム
機
や
エ
ア
ガ
ン
等
】
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－

７
６
０
１

日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

12/1（日）
まーじんまカフェ
（介護者ゆらい処）

13:30
地域包括支援セ
ンター55-1165

12/8（日）奄ふるマルシェ 11:00 奄美高校52-6121

12/11（水）
ねっせんきゃきばろう会

（男性体操教室）
13:30

地域包括支援セ
ンター55-1165

12/13（金）
第39回手つくり展
～12/15(日)

9:00
大原ミドリ
52-5792

12/22（日）なぜまちマルシェ 11:00
まちづくり奄美
69-3432

12/25（水）ねっせんきゃきばろう会 13:30 地域包括55-1165

12/30（月）開館9:00～17:00

休館（12/31～1/1）

1/2（木） 開館9:00～17:00

▼奄美市ＡｉＡｉひろば 名瀬末広町14-10 ☎ 52-1778

公共施設等のイベント案内

▼鹿児島県立奄美図書館 名瀬古田町1-1

☎ 52-0244 52-9634 ※おはなしの森:毎週水曜15:30～16:00
※  12月の休館日：２日（月）・９日（月）・16日（月）・23日（月）

日 行事名 時刻

12/5（木）
心も体もイキイキ！音読教室
10:30～11:30（りゅうがく館）
14:00～15:00（龍郷町中勝公民館）

-

12/8（日）
「第21回ネリヤカナヤ創作童話コンクー
ル」表彰式

10:00～
11:20

12/15（日）クリスマスおはなし会
14:30～
15:30

12/28（土）年末臨時開館準備のため17時閉館 -

12/29（日）
12/30（月）

臨時開館　新聞雑誌コーナー（１階）、
学習室（４階）のみ

9:00～
17:00

休館（12/31～1/3）

1/4（土） 開館9:00～17:00 -

日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

12/1（日）
創立70周年記念　
生協まつり

10:00～
奄美医療生協
52-0585

12/7（土）
名瀬聖母幼稚園

「クリスマス音楽会」
12:30～

名瀬聖母幼稚園
52-0904

12/8（日）

セントラル楽器75周
年記念　
第12回わきゃ島ヌ奄
美紅白歌合戦

15:00～
（株）セントラル
楽器52-0530

12/14（土）
名瀬信愛幼稚園

「クリスマスお祝い会」
13:30～

名瀬信愛幼稚園
52-0988

12/15（日）

フリーマーケット
（一万人広場）

9:00～ 西090-3662-0110

ピティナ奄美冬季
ステップ

9:30～ 太月54-1750

12/22（日）
大島高等学校吹奏楽
部2024クリスマスコ
ンサート

14:30～
大島高等学校吹
奏楽部52-4451

1/3（金）
令和7年「二十歳の
つどい」

15:30～
学び・スポーツ
推進課52-1384

▼奄美川商ホール（奄美振興会館）　

名瀬長浜町 517 ☎ 54-1211 52-6852

日 行事名 時刻

12/8（日）

第14回田中一村記念スケッチコンクー
ル※最終日

9:00～
18:00

わきゃステージinパーク
「2024 奄美 美の競演」

13:30～
15:30

12/15（日）フユウンメコンサート
13:30～
15:30

12/21（土）
令和６年度龍郷町立小・中学校図画工
作・美術科学習発表展～１/５まで

9:00～
18:00

12/22（日）子どもクリスマス会
13:30～
15:00

12/29～1/3は通常通り開園（9:00～18:00）

1/4（土） 初春唄あしび
13:30～
15:30

▼鹿児島県奄美パーク　笠利町節田1834　

奄美パーク・奄美の郷 ☎ 55-2333/田中一村記念美術館 ☎ 55-2635
※開園時間 9:00～18:00　12月の休園日：４日（水）・18日（水）
年末年始も通常通り開園（9:00～18:00）

新着図書案内

※主催者の都合により、日程や開演時間が変更になることがあ※主催者の都合により、日程や開演時間が変更になることがあ
ります。※広報紙配布時期前後のイベントは掲載していないこります。※広報紙配布時期前後のイベントは掲載していないこ
ともあります。ともあります。

▼アマホームＰＬＡＺＡ （市民交流センター）
 名瀬柳町 2-1 ☎ 52-1816　

※ 12 月の休館日：16 日（月）

日 行事名 時刻 お問い合わせ先等

12/3
（火）

第37回 名瀬美術協会展
～12/7 17:00まで

9:00～
21:00

岬 090-9482-
8053

12/7
（土）

杜の音楽会～ソロと連弾に
よるピアノコンサート～

17:00～
松元090-1086-
9770

12/8
（日）

第1回奄美地域医療シン
ポジウム
健康長寿の奄美大島×持
続可能な地域医療

13:00～
17:30

県立大島病院総
務課 52-3611

12/15
（日）

奄美市まなびフェスタ・
奄美市PTA連絡協議会研
修会
展示部門9:30～16:30
舞台発表12:45～16:00

-
学び・スポーツ
推進課
52-1111

12/18
（水）

健寿大学
14:00～
16:00

アマホーム
PLAZA 52-1816

12/21
（土）

さくら保育園クリスマス発
表会

9:45～
11:30

さくら保育園 
53-7123

12/25
（水）

日本復帰記念の日のつど
い

11:00～
企画調整課
52-1111

12/27
（金）

鹿児島純心大学と 大島・
奄美・大島北・古仁屋高
校による「愛と平和と命
のコンサート」in奄美

14:00～
16:00

鹿児島純心大学
吹奏楽同好会

（遠藤）
0996-23-5311

休館（12/29～1/3）

施設管理者HP  QRコード▶
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︻
奄
美
भ
⽅
⾔
紹
介
॥
␗
ॼ
␗
︵
⽂
化
財
課
︶︼
餅む

ち

と
ぅ　

か
し
ゃ

■
毎
月
楽
し
く
拝
見
し
て
ま
す
。
ス
マ

ホ
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ニ
ュ
ー
ス
閲
覧
ぐ
ら
い

で
あ
ま
り
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
月

の
ス
マ
ホ
お
助
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。（
52
歳
男
性
）

■
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
に
入
学

し
て
一
年
六
ヶ
月
が
経
ち
、
先
日
無
事

に
戴
帽
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
戴
帽
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
辛
い
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
29
期
生
の

仲
間
と
日
々
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ

ず
、
29
期
生
の
仲
間
と
と
も
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。（
19
歳
女
性
）

■
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
私
。
こ
の
間
、

デ
ジ
タ
ル
ほ
ー
ら
し
ゃ
券
で
お
買
い
物

中
、
レ
ジ
の
金
額
を
入
力
す
る
時
に
、

画
面
に
う
つ
っ
て
い
る
自
分
の
残
高
を

入
力
し
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
お
会
計

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
瞬
で
私
の

全
ほ
ー
ら
し
ゃ
券
が
な
く
な
り
ま
し

た
笑
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
手
続
き

を
し
て
頂
き
、
し
っ
か
り
お
支
払
い
で

き
、
残
り
の
ほ
ー
ら
し
ゃ
券
も
無
事
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
お
手
間
を
か
け
て

し
ま
い
申
し
訳
な
か
っ
た
で
す
。
親
切

に
対
応
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
が
悪
い
の
で
す
が
、
み

な
さ
ん
も
こ
ん
な
失
敗
が
あ
る
ん
だ

な
と
頭
の
隅
に
入
れ
て
お
い
て
も
ら
え

る
と
、
私
の
失
敗
も
報
わ
れ
ま
す
笑

（
33
歳
女
性
）

■
ア
ヤ
ビ
キ
日
記
を
い
つ
も
見
て
い
ま

す
。
奄
美
に
は
珍
し
い
魚
が
た
く
さ

ん
い
る
の
だ
と
、
住
ん
で
い
て
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
63
歳
女
性
）

■
先
月
、
集
落
の
種
下
し
が
あ
り
、

地
域
の
小
学
生
達
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い

八
月
踊
り
唄
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
赤

木
名
小
学
校
で
は
、
毎
朝
、
八
月
踊

り
唄
の
Ｃ
Ｄ
を
流
し
て
い
て
耳
で
聞
い

て
自
然
に
覚
え
た
の
で
し
ょ
う
。
他
の

集
落
で
は
、
歌
い
手
が
居
な
く
な
っ
て

し
ま
い
大
変
だ
と
い
う
話
し
も
聞
き
ま

す
が
、
赤
木
名
は
そ
れ
が
伝
承
さ
れ

て
い
て
、
素
敵
な
集
落
だ
と
実
感
で

き
た
種
下
し
で
し
た
。（
57
歳
女
性
）

■
三
太
郎
タ
ク
シ
ー
、
ス
タ
ー
ト
記
事

に
注
目
し
ま
し
た
。
住
民
の
足
を
確

保
す
る
政
策
は
、
と
て
も
市
政
で
大

切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
行
動
が
で
き
る
市
役
所
の

姿
勢
、
と
て
も
素
敵
で
す
。
今
後
も

注
目
し
て
お
り
ま
す
。
継
続
記
事
も

読
み
た
い
で
す
。（
44
歳
男
性
）

■
港
町
児
童
セ
ン
タ
ー
に
駐
車
場
が
増

設
さ
れ
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
駐
車

場
が
広
い
の
で
と
て
も
停
め
や
す
く
、

寄
り
や
す
く
な
り
、
何
度
も
利
用
し

て
い
ま
す
。
先
生
方
も
と
て
も
優
し
い

で
す
。
要
望
に
答
え
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
35
歳
女
性
）

■
悪
綱
引
き
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

各
集
落
で
色
々
な
伝
統
行
事
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
興
味
深
い
で
す
。（
25
歳
男
性
）

■
夏
休
み
に
小
学
５
年
の
孫
娘
が
奄

美
に
遊
び
に
来
て
、
次
の
日
か
ら
10

日
間
く
ら
い
海
岸
の
ご
み
拾
い
を
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
夏
休
み
の

自
由
研
究
に
し
て
学
校
へ
提
出
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
驚
い
て
、
奄
美

市
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
投
稿
し
ま
し
た
。（
72
歳
男
性
）

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

お
便
り
を
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
出
来
事
、奄
美
市
役
所
へ
の
ご
意
見
、広
報
紙
の
感
想
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

感
想
・
お
便
り
を
ハ
ガ
キ
や
ネ
ッ
ト
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○読者プレゼントをご提供くださる事業者を募集しています。☎52-1111（内線 5425）

今月の読者お便りプレゼント

◆応募方法　ハガキかインターネットで、①住
所②氏名③年齢④電話番号⑤メッセージ（ご
意見・身の周りのできごとなど）⑥希望商品
をご記入のうえ、下記までお送りください。
※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていた
だきます。※個人情報は、プレゼント発送以外の目
的では使用しません。

◆送付先　〒894-8555鹿児島県奄美市名瀬幸町25-8 
 　奄美市役所「奄美市だより  お便り」係

◆応募締切　12月15日　（当日消印・送信分まで有効）

▲インターネット
でも応募できます。

①本場奄美大島紬を使用したサコッシュ :1 名様

公益財団法人 奄美群島地域産業振興基金協会公益財団法人 奄美群島地域産業振興基金協会

本場奄美大島紬を使用した普
段使いできるサコッシュです。
購入については、本場奄美大
島紬協同組合までお問い合わ
せください。伝統工芸品を気
軽に身に着けてみませんか？

本場奄美大島紬協同組合
【場所】奄美市名瀬浦上町 48-1   【電話】0997-52-3411

②雨ノヒパン 冷凍パンセット引換券 :３名様
　（店頭で冷凍パンセットとの引き換えとなります）

じっくり発酵させた自家製酵母
パンが 30種類ほど！
奄美の材料を中心に、安心優し
い材料にこだわって焼いていま
す。卵・乳不使用のパンもあり
ます。

雨ノヒパン雨ノヒパン
【場所】
名瀬安勝町 2-16

【電話】090-4275-2461
【営業日時】木・金・土
9:30～日暮れ
　　 （売り切れ）まで

◀雨ノヒパン
　Instagram

自由研究のポスターと作成した孫の元多 晴香さん自由研究のポスターと作成した孫の元多 晴香さん



奄美市だより 令和６年 12 月号27

意
：
餅
と
餅
を
包
む
ゲ
ッ
ト
ウ
（
月
桃
）
の
葉
の
よ
う
に
、
男
女
・
友
人
・
家
族
の
間
柄
が
と
て
も
良
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。[

シ
マ
ユ
ム
タ
伝
え
る
会 

迫
田 

寿
恵
（
住
用
町
見
里
）
72
歳]

奄美市の人口
（住民基本台帳）

令和６年10 月末現在

世 帯 数 2 3 ,412世帯

人口総数 40,3 4 3 人

男 性 19 ,4 2 8 人

女 性 2 0 ,915 人

健診日程 名瀬：（保健センター）☎ 52-1111 内線 5052

日程 検診・相談
受付
開始

受付
終了

対象者など

12/10（火）
７カ月児相談 9:30 9:45 令和６年４月16日～

令和６年５月15日生

４カ月児健診 12:30 13:00 令和６年７月16日～
令和６年８月15日生

12/18（水） 母子健康相談 9:30 10:00 市内に住む親子※要予約

12/19（木） ３歳児健診 12:30 13:00 令和３年７月生

12/20（金） 1.6 歳児健診 12:30 13:00 令和５年６月生

令和６年　火災件数

区分
地区

10月 年　計

名　瀬 ３ ４
住　用 ０ ０
笠　利 ０ １
合　計 ３ ５

火の用心！火の用心！

消防団員募集中！消防団員募集中！
大島地区消防組合  ☎ 5 2 - 0 1 0 0

　

今
年
の
あ
る
夏
の

日
、
急
に
右
腕
が
上

が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
こ
れ
が

噂
に
聞
く
、
四
十
肩
か
」
と
思
い
な

が
ら
、
そ
の
後
も
仕
事
を
続
け
ま
し

た
が
、
時
間
と
と
も
に
さ
ら
に
腕
は

上
が
ら
な
く
な
り
、
夜
の
祝
宴
で
は

六
調
と
万
歳
三
唱
が
思
う
よ
う
に
で

き
な
か
っ
た
の
を
周
囲
に
悟
ら
れ
ま

い
と
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
そ
の
後
数
日
で
自
然

に
治
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
健
康
で

あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

先
日
の
国
保
に
関
す
る
勉
強
会
で

は
、「
健
幸
」
と
い
う
概
念
を
前
新

潟
県
見
附
市
長
が
提
唱
さ
れ
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
行
政
が
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
の
大
事
さ
を
講
演
さ

れ
、
私
自
身
も
肚
に
落
ち
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
医
療
を
取
り
巻

く
現
状
は
、
医
療
機
関
の
閉
鎖
・
従

事
者
の
不
足
・
血
液
備
蓄
所
の
問
題

な
ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市

も
知
恵
を
絞
り
関
係
機
関
と
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
解
決

策
を
導
け
る
ほ
ど
簡
単
な
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
市
民
の
皆
様
に
自
分
ご

と
と
し
て
健
康
づ
く
り
を
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今
月
８
日
に
県
立

大
島
病
院
等
と
連
携
し
た
「
地
域

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制

の
確
保
や
み
ん
な
で
行
う
健
康
づ
く

り
な
ど
、
ま
ず
は
情
報
を
共
有
し
、

語
り
合
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

戸籍の窓戸籍の窓 お誕生日おめでとう
※希望された方のみ掲載しています。（敬称略）

氏
　
　

名 
      

保
護
者
名

（
10
月
届
出
）

當
房
　

叶
都 

(

か
な
と) 

大
史
・
茜

岩
切
　

瑠
生 

(

る
い) 

宏
人
・
颯
也

川
畑
　

柚
葉 

(

ゆ
ず
は) 

俊
大
・
佑
季
子

惠
　

奏
輔 

(

そ
う
す
け) 

孝
成
・
奈
津
美

椛
山
　

幹
人 

(

み
き
と) 

晶
典
・
理
奈

西
原
　

翠 
(

す
い) 

健
斗
・
愛
夏

惠
　

優
理
花 

(

ゆ
り
か) 

善
哉
・
真
美

橋
本
　

光 
(

こ
う) 

一
基
・
亜
由
美

野
﨑
　

彩
瑶 

(

さ
よ) 

隆
志
・
知
世

岩
崎
　

晴 
(

は
る) 

友
也
・
彩

染
川
　

瑠
衣 

(

る
い) 

侑
輝
・
麻
美

染
川
　

慶
衣 

(

け
い) 

侑
輝
・
麻
美

重
　

怜
征 

(

り
ょ
う
せ
い) 

克
樹
・
綾

厚
　

樹
葵 

(

き
き) 

孝
彰
・
奈
津
樹

大
屋
　

小
優
希 (

こ
ゆ
き) 

奏
南
海

久
永
　

夕
陽 

(

ゆ
う
ひ) 

一
秀
・
千
広

氏
　
　

名 
      

保
護
者
名

（
10
月
届
出
）

小
川
　

紫
千 

(

し
ゆ
き) 

純
平
・
夏
未

大
迫
　

夢
丸 

(

ゆ
め
ま
る) 

豊
・
美
咲

上
薗
　

杏
珠 

(

あ
ん
じ
ゅ) 

朋
晃
・
麻
耶

　門松カードとは、マツ資源の保護と緑化推進
の観点から門松の絵柄をカード化したものです。
ぜひ玄関に飾って、新年をお迎えください。
生活様式の合理簡素化・省ごみ化に伴い県全域で広く
活用されています。

（門松カード基金による益金の使途：緑化の普及啓発運
動・公共施設の緑化・学校環境緑化活動）

【代金】１組（２枚）20円
【申込期間】12月２日（月）～12月27日（金）
【お申込み先】名瀬：農林水産課 ☎ 52-1157
住用:産業建設課 ☎ 69-2111
笠利:農林水産課 ☎ 63-1111

お正月には「門松カード」をお正月には「門松カード」を
飾りませんか飾りませんか
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広
報

 奄
美
市
だ
よ
り

編
集
・
発
行

/
鹿
児
島
県
奄
美
市
役
所
企
画
調
整
課
 

TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町

25
番

8
号

E-MAIL: info@city.amami.lg.jp 

facebook:https://www.facebook.com/AmamiCity
X（

旧
twitter） : https://twitter.com/Amami_City

奄
美
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

: https://www.city.amami.lg.jp/

広報「奄美市だより」では、電話番号の市外局番0997は省略しています。
また、本紙記載の「ＱＲコード」は(株 )デンソーウェーブの登録商標です。

広
告
の
ひ
ろ
ば　

「
広
告
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
生
活
関
連
情
報
の
提
供
や
市
の
自
主
財
源
確
保
を
目
的
と
し
て

「
奄
美
市
広
報
紙
有
料
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」
に
基
づ
き
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
掲
載
枠
の
上
限
を
超
え
る
お
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

広告募集中
●広報紙
  縦 65mm ×横 80mm（１枠）　19,800円 /月
●ホームページバナー
  縦 80pixel ×横 240pixel　11,000円 /月

【参考】 広報紙配布部数:約２万３千部
　　　   発 行 時 期:毎月１日ごろ

【お問い合わせ先】企画調整課広報広聴係
☎ 52-1111（内線 5424・5425）
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団体のお客様8名様より
無料送迎バスをご用意
致します（旧名瀬市内）

団体のお客様8名様より
無料送迎バスをご用意
致します（旧名瀬市内）

◎お気軽にお問い合わせ下さいませ。◎お気軽にお問い合わせ下さいませ。

2,500円より
3,500円より
3,000円より
3,500円より
4,000円より

◆お任せ卓盛料理（6品）

◆ベトナム風鍋・・・・・・・

◆しゃぶしゃ会席・・・・・・・

◆島豚あかりんとん会席

◆車海老会席・・・・・・・・・

※デジタルほーらしゃ券や
　PayPay・カードでのお支払いもOK

忘年会
年会年年年新

予算に応じて承ります。

※写真は 4名様分※写真は 4名様分

3,000円

会会会

3,003,0,000〆は「おじや」or「うどん」から
お選び頂けます 3,003,000
海
鮮
鍋

下さいませい下さいませせせ

2
3
3,0
3,500円より
4,000円より

会
年年年

,500円より
,500円より
,000円より

会会
年会年会会会年会 〆は「おじやや」or「うど「

お選び頂けま選び頂けまますます

鍋鍋鍋

海海
鮮鮮鮮
鍋

海
鮮鮮
鍋
鮮
鍋

海
鮮
海海海
鮮
海
鮮鮮鮮
鍋鍋鍋
鮮
鍋鍋

新
鮮
魚
貝
!!

3,500円
※写真は 4名様分※写真は 4名様分

料理プラス料金で

飲み放題2,000円コース
2時間制 ポッキリ

プラン忘年会
バイキング+飲み放題

3,700円3,700円
もできますもできます

レストラン横にて

（ホテルウエストコート奄美様向かい）
奄美市名瀬入舟町3-8　エヌワンビル1階
〒894-0034

TEL 0997-57-66668：00～24：00 
－営業時間－

入舟町エヌワンビルへ引っ越しました‼

たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました たばこ販売はじめました 


